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夢と笑顔あふれる「豊かで住みよい文化の町」 

●新 春 あ い さ つ� P2・3

●38人が大人の仲間入り� P4・5

●議　会　だ　よ　り� P10・11

新春を艶やかに!!
ふるさとで成人式 
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阿
武
町
長 中

　
村
　
秀
　
明 

知
恵
と
工
夫
を
凝
ら
し
、 

　
　
　
　
　
健
全
財
政
を
堅
持 

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
平
成
２２
年

の
輝
か
し
い
新
春
を
ご
家
族
お
揃

い
で
お
迎
え
に
な
り
ま
し
た
こ
と

心
か
ら
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
本
町
に
と
り
ま
し
て
は
、

大
規
模
な
自
然
災
害
等
も
な
く
、

総
じ
て
言
え
ば
比
較
的
平
穏
な
一

年
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。 

　
国
政
に
お
い
て
は
、
昨
年
は
、

国
内
外
の
大
変
厳
し
い
経
済
情
勢

の
中
で
、
自
民
党
か
ら
民
主
党
へ

の
歴
史
的
政
権
交
代
が
な
さ
れ
、

新
た
な
国
政
運
営
、
ま
た
、
国
と

地
方
の
新
し
い
関
係
へ
の
第
一
歩

が
踏
み
出
さ
れ
た
年
と
な
り
ま
し

た
が
、
財
政
規
律
を
堅
持
し
た

中
で
、
地
方
へ
の
波
及
効
果
の
高

い
、
更
な
る
景
気
・
雇
用
対
策
が

打
ち
出
さ
れ
、「
地
域
主
権
」
を
具

現
化
す
る
施
策
が
一
日
も
早
く
展

開
さ
れ
る
こ
と
を
節
に
願
う
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。 

　
一
方
、
町
政
に
お
い
て
は
、
皆

様
方
の
ご
理
解
の
下
、
継
続
事
業

で
あ
る
町
道
汐
入
野
地
線
を
始

め
、
町
道
岩
坪
八
保
線
、
町
道
元

浦
平
原
線
整
備
工
事
や
奈
古
漁
港

整
備
工
事
は
も
と
よ
り
第
２
美
咲

団
地
造
成
工
事
、
福
賀
小
中
学
校

屋
内
運
動
場
耐
震
改
修
工
事
、
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
建
設
工

事
、
更
に
、
宇
田
郷
中
央
消
防
器

庫
新
築
工
事
、
福
賀
小
学
校
・
阿

武
中
学
校
太
陽
光
発
電
設
備
工

事
、
ま
た
懸
案
で
あ
り
ま
す
防
災

行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
改

修
や
旧
宇
田
小
学
校
の
高
齢
者
福

祉
複
合
施
設
へ
の
改
修
は
、
今
年

４
月
の
供
用
開
始
に
向
け
、
鋭
意

事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
、
奈
古
小
学
校
及
び
給
食
セ
ン

タ
ー
の
改
築
に
つ
い
て
も
、
平
成

２３
年
度
中
の
完
成
に
向
け
て
、
現

在
、
す
で
に
設
計
段
階
に
入
っ
て

い
ま
す
。 

　
こ
の
様
な
中
、
本
町
に
お
い
て

今
最
も
重
要
な
課
題
は
、
安
全
安

心
に
対
す
る
備
え
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。 

　
ご
承
知
の
と
お
り
、
昨
年
７
月

下
旬
に
発
生
し
た
大
雨
に
よ
り
、

県
中
部
を
中
心
に
土
砂
災
害
等
で

多
く
の
人
命
・
財
産
が
失
わ
れ
た

こ
と
は
記
憶
に
新
し
く
、
こ
れ
を

教
訓
と
し
、
防
災
体
制
に
つ
い
て

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
で
再
検
討

を
加
え
、
消
防
団
や
町
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
災
害
に

強
い
町
づ
く
り
に
鋭
意
努
力
を
し

て
参
り
ま
す
。 

　
な
お
、
町
財
政
は
、
引
き
続
き

大
変
厳
し
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
徹
底
し
た
行
財

政
改
革
に
よ
る
経
費
の
削
減
と
費

用
対
効
果
を
検
証
し
な
が
ら
の
重

点
的
な
予
算
執
行
に
よ
る
、
健
全

で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
鋭
意

努
め
て
お
り
ま
す
。 

　
町
で
は
、
近
く
平
成
２２
年
度
の

予
算
編
成
に
取
り
か
か
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
が
、
私
も
２
期
目

を
迎
え
て
の
最
初
の
予
算
編
成
で

す
の
で
、
今
ま
で
の
反
省
と
成
果

を
踏
ま
え
、
ま
た
皆
様
方
の
ご
意

見
等
も
反
映
し
な
が
ら
、
是
非
、

夢
と
希
望
の
も
て
る
予
算
と
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
厳
し
い
行

財
政
環
境
の
中
で
す
が
、
知
恵
と

工
夫
を
凝
ら
し
、
健
全
財
政
を
堅

持
し
な
が
ら
、
阿
武
町
基
本
構
想

や
、
現
在
策
定
中
の
新
た
な
基
本

計
画
で
あ
る
「
元
気
！
あ
ぶ
町
！

５
０
０
１
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

夢
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
「
豊
か
で
住

み
よ
い
文
化
の
町
」
の
創
出
に
向

け
た
「
小
さ
く
て
も
個
性
が
光
る

自
立
し
た
町
づ
く
り
」を
目
指
し
、

各
種
施
策
を
引
き
続
き
積
極
的
に

進
め
る
所
存
で
す
の
で
、
町
民
の

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
切
に

お
願
い
申
し
上
げ
、
併
せ
て
、
町

民
皆
様
の
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈

り
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

阿
武
町
教
育
委
員
会 

教
育
長
　
小
　
田
　
武
　
之 

         

ふ
る
さ
と
愛
に
根
ざ
し
た 

　
活
力
あ
る
教
育
活
動
を
推
進 

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

　
皆
様
方
に
は
、
明
る
く
希
望
に

満
ち
た
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
本
町
で
は
、「
夢
と
笑
顔

あ
ふ
れ
る
『
豊
か
で
住
み
よ
い
文

化
の
町
』」の
理
念
を
踏
ま
え
、
町

づ
く
り
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、 

阿
武
町
教
育
委
員
会
で
は
、「
い
き

い
き
と
未
来
に
輝
く
人
づ
く
り
」

を
教
育
の
基
本
に
掲
げ
、
生
き
る

力
や
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
育

み
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

生
涯
を
通
じ
て
学
び
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
を
め
ざ

し
た
、
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。 

　
小
中
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
自
分
の
可
能
性
を
見
出
し
、
夢

の
実
現
に
向
け
て
努
力
し
、「
確
か

な
学
力
」や
他
人
を
思
い
や
る「
豊

か
な
心
」、
た
く
ま
し
く
生
き
る

た
め
の
「
健
や
か
な
体
」
な
ど
、

知
・
徳
・
体
の
、
調
和
の
と
れ
た

「
生
き
る
力
」
を
育
む
こ
と
が
重

要
で
す
。
と
り
わ
け
、
確
か
な
学

力
の
定
着
は
大
き
な
課
題
で
す
。 

　
昨
年
も
実
施
し
た
全
国
学
力
学

習
状
況
調
査
の
結
果
を
活
用
し
、

授
業
改
善
や
基
礎
学
力
の
定
着
を 
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夢
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
「
豊
か
で 

　
住
み
よ
い
文
化
の
町
」
を 

　
目
指
し
全
力
で
取
り
組
み
ま
す 

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

　
平
成
２２
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

阿
武
町
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し

て
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い

新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
に
な
ら

れ
た
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か

ら
、
町
政
の
推
進
に
つ
い
て
、
温

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
阿
武
町
議
会
は
、
昨
年
１１
月
の

改
選
に
よ
り
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
り
、
議
員
全
員
、
初
心
に
立
ち

帰
り
、
議
会
と
し
て
果
た
す
役
割

と
責
任
を
再
認
識
し
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
活
発
な
議
会
活
動
を
め
ざ

し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
さ
て
、
顧
み
ま
す
と
、昨
年
は
、

政
治
・
経
済
と
も
に
激
動
の
年
で

あ
り
ま
し
た
。
国
政
で
は
「
政
権

交
代
」に
よ
り
新
政
権
が
発
足
し
、

行
政
刷
新
会
議
に
お
い
て
は
、
国

民
的
な
視
点
か
ら
、予
算
や
制
度
、

そ
の
行
政
全
般
の
在
り
方
に
向
け

て
、
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
阿
武
町
は
、
こ
れ
ま
で
数
々
の

行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
成
果

を
上
げ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
、

コ
ス
ト
や
ス
ピ
ー
ド
、
効
果
を
あ

わ
せ
て
、
利
便
性
を
も
意
識
し
た

仕
組
み
づ
く
り
等
、
手
法
の
見
直

し
は
常
に
必
要
で
あ
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、「
豊
か
な
町
民
生
活
」

の
た
め
に
は
、
行
政
努
力
だ
け
で

は
十
分
で
は
な
く
、
行
政
、
自
治

会
、
あ
る
い
は
町
民
が
一
体
と
な

っ
た
、
取
り
組
み
が
是
非
、
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

次
代
の
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
は
、

単
に
ム
ダ
を
省
く
だ
け
で
は
な
く
、

将
来
を
見
越
し
た
、
新
し
い
事
業

や
、
施
策
を
進
め
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。 

　
昨
秋
の
政
府
の「
デ
フ
レ
宣
言
」

に
よ
り
、
景
気
は
、
当
面
、
厳
し

さ
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
景
気

に
つ
い
て
は
、
回
復
が
早
ま
り
、

早
く
明
る
さ
が
見
え
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
経
済
情
勢
で
は
あ
り

ま
す
が
、
今
こ
の
よ
う
に
、
め
ま

ぐ
る
し
く
変
化
す
る
世
界
や
日
本

の
現
状
に
お
い
て
、
地
方
分
権
改

革
の
進
展
に
伴
い
、
地
方
公
共
団

体
の
自
己
決
定
と
、
自
己
責
任
の

範
囲
が
拡
大
す
る
中
で
、
住
民
代

表
の
議
員
の
果
た
す
べ
き
役
割

と
、
責
務
は
極
め
て
重
く
、
議
会

と
し
て
、
将
来
に
つ
な
が
る
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て
真
剣
に
議
論
し
、

今
ま
で
以
上
に
重
要
な
施
策
推
進

の
検
討
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

　
今
年
は
、
阿
武
町
が
昭
和
３０
年

に
発
足
し
て
、
ち
ょ
う
ど
５５
年
目

に
あ
た
り
ま
す
。 

　
現
在
、
阿
武
町
で
は
、
基
本
構

想
「
元
気
！
阿
武
町
！
５
０
０
１

プ
ラ
ン
」
を
基
に
、
平
成
２２
年
度

か
ら
平
成
２６
年
度
ま
で
の
５
年
間

の
根
幹
と
な
る
計
画
（
基
本
計
画

の
後
期
計
画
）
の
策
定
が
す
す
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
議
員
一
人
ひ
と
り
が
、
夢
と
笑

顔
あ
ふ
れ
る
「
豊
か
で
住
み
よ
い

文
化
の
町
」
を
目
指
し
、
基
本
計

画
に
基
づ
く
事
業
の
計
画
的
な
実

施
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。 

　
ど
う
か
、
本
年
も
町
議
会
に
対

し
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
に
と
っ
て

今
年
一
年
が
健
康
で
明
る
い
幸
せ

な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

阿
武
町
議
会 

議
長
　
田
　
中
　
敏
　
雄 

図
り
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
個
性
や
能
力
を
育
て
て
い
く
、

き
め
細
や
か
な
教
育
を
、
学
校
現

場
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
推
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
ふ
る
さ
と
教
育
を
基

盤
と
し
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

社
会
が
一
体
と
な
っ
て
、
地
域
の

教
育
環
境
を
有
効
に
活
用
し
た
、

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
一
層
推

進
し
て
い
く
所
存
で
す
。 

  

今
、
食
育
の
重
要
性
も
唱
え
ら

れ
て
お
り
、
健
や
か
な
体
を
作
る

学
校
給
食
で
は
、
今
年
も
地
元
食

材
を
十
分
に
活
用
し
、
地
産
地
消

を
積
極
的
に
進
め
、
食
育
の
推
進

を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
今
年
は
、
築
４５
年
を
経
過
し
た

奈
古
小
学
校
の
校
舎
と
あ
わ
せ
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
築
工
事
が
始

ま
り
ま
す
。
完
成
後
に
は
、
こ
の

学
舎
を
通
し
て
、
未
来
に
輝
く
た

く
ま
し
い
阿
武
町
っ
子
が
誕
生
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
健
全
に

成
長
す
る
た
め
に
は
、
家
庭
と
学

校
の
連
携
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。  

　
近
年
、
児
童
生
徒
の
安
心
安
全

に
係
わ
る
事
案
も
他
地
域
で
多
く

み
ら
れ
ま
す
。
地
域
ぐ
る
み
の
生

徒
指
導
推
進
体
制
を
強
化
し
、
学

校
、
家
庭
、
地
域
社
会
の
、
そ
れ

ぞ
れ
の
機
能
の
活
性
化
と
連
携
を

図
り
、
安
心
で
安
全
な
教
育
環
境 

づ
く
り
に
も
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。 

　
社
会
教
育
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
皆
様
方
に
、
様
々
な
学
習
機

会
を
提
供
す
る
と
共
に
、
多
様
化

す
る
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
中

央
公
民
館
、
福
賀
・
宇
田
郷
の
各

公
民
館
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

一
層
の
充
実
を
図
る
と
共
に
、
町

民
の
皆
様
の
健
康
・
体
力
の
増

進
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
向

け
た
、
ス
ポ
ー
ツ
の
開
発
に
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

　
２
０
１
１
年
に
開
催
さ
れ
る
山

口
国
体
に
向
け
、
県
内
各
地
で
準

備
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
本

町
で
も
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
、
障
害

者
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
開
催
に

向
け
、
昨
年
実
行
委
員
会
を
設
立

し
ま
し
た
。
今
年
は
、
よ
り
具
体

的
な
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
本
年
も
、
ふ
る
さ
と
愛
に
根
ざ

し
た
活
力
の
あ
る
教
育
活
動
を

推
進
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
し

て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。 



　
新
成
人
を
祝
い
励
ま
す
第
６２
回
阿
武
町
成
人
式
が
１
月
２
日
、
町
民
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
、
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
の
は
、

平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
３８
人
（
男

１７
人
・
女
２１
人
）
で
、
当
日
の
式
に
は
３６
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
平
成
２
年
と
い
え
ば
、「
日
本
海
温
泉
」
温
泉
ス
タ
ン
ド
開
業
や
、
阿
胡

の
国M

usicSpecial ,90

の
開
催
、「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
を
目
指
し
て
山

口
県
外
海
第
２
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
が
起
工
、
鶴
惣
工
業
㈱
が
福
賀
に
工

場
建
設
・
協
定
調
印
し
た
こ
と
な
ど
が
町
の
話
題
に
。
国
外
で
は
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
氏
が
ソ
連
初
の
大
統
領
に
、
ペ
ル
ー
大
統
領
に
フ
ジ
モ
リ
氏
が
就

任
。
国
内
で
は
礼
宮
文
仁
親
王
と
川
島
紀
子
さ
ん
ご
成
婚
、
株
価
・
地
価

な
ど
が
暴
落
（
バ
ブ
ル
の
崩
壊
）
が
お
き
た
の
も
こ
の
年
で
す
。 

　
式
で
は
、
中
村
町
長
の
式
辞
、
小
田
教
育
長
の
激
励
の
言
葉
、
田
中
議

会
議
長
の
祝
辞
に
続
き
、
成
人
者
の
自
己
紹
介
や
記
念
品
の
贈
呈
な
ど
が

行
わ
れ
、
成
人
を
代
表
し
て
惠
美
奈
あ
ゆ
み
さ
ん（
宇
田
浦
）が
代
表
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
式
に
続
い
て
青
春
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
記
念
撮
影
、

青
年
団
に
よ
る
記
念
行
事
も
行
わ
れ
、
成
人
者
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。 

大
人
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
新
成
人
38
人 

☆
後
根
　
圭
佑（
浜
の
３
） 

☆
小
田
実
希
栄（
浜
の
４
） 

☆
小
野
　
誠
己（
上
　
郷
） 

☆
小
野
　
隼
也（
東
　
方
） 

☆
小
野
　
宏
樹（
美
　
里
） 

☆
小
野
　
広
樹（
下
　
郷
） 

☆
小
野
　
友
輔（
浜
の
２
） 

☆
金
田
　
耀
晶（
西
の
３
） 

☆
河
原
　
咲
子（
上
　
郷
） 

☆
小
嶋
芙
侑
美（
　
市
　
） 

☆
齋
藤
　
伸
吾（
木
　
与
） 

☆
水
津
　
伊
央（
木
　
与
） 

☆
水
津
穂
奈
美（
木
　
与
） 

☆
水
津
　
優
子（
浜
の
４
） 

☆
水
津
さ
つ
き（
浜
の
２
） 

☆
杉
　
佳
央
里（
下
　
郷
） 

☆
田
中
　
絵
理（
木
　
与
） 

☆
中
村
　
慎
一（
　
市
　
） 

☆
花
田
明
日
実（
野
　
柳
） 

☆
花
田
　
昌
大（
野
　
柳
） 

☆
堀
　
　
大
輔（
西
の
１
） 

☆
三
好
　
弘
朗（
野
　
柳
） 

☆
吉
廣
　
孝
成（
東
　
方
） 

☆
吉
屋
　
早
紀（
水
ヶ
迫
） 

☆
米
原
　
将
貴（
筒
　
尾
） 

☆
石
丸
め
ぐ
み（
下
東
郷
） 

☆
梅
田
　
尚
孝（
上
　
万
） 

☆
大
石
　
芽
生（
中
　
村
） 

☆
奥
山
あ
ゆ
み（
伊
　
当
） 

☆
尾
崎
　
未
保（
新
　
田
） 

☆
吉
岡
　
千
鶴（
三
　
和
） 

☆
惠
美
奈
あ
ゆ
み 

　
　
　
　
　
　（
宇
田
浦
） 

☆
篠
原
　
瑞
希（
つ
づ
ら
） 

☆
白
石
沙
也
香（
尾
無
畑
） 

☆
水
津
　
里
視（
宇
田
浦
） 

☆
杉
村
　
一
成（
井
部
田
） 

☆
西
村
麻
耶
美（
宇
田
浦
） 

☆
波
田
野
未
奈（
宇
田
浦
） 

愛
と
義
、勇
気
の
教
師
に 

西
の
３
　
金
田
耀
晶 

38人が大人の仲
間入り 

人人式式

敬
称
略
・（
　
）は
出
身
集
落 

成成
          

　
私
は
、
英
語
の
教
師
を
目
指
し

て
山
口
大
学
で
学
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
小
中
学
校
時
代
は
先
生

が
怖
く
嫌
い
で
、
い
つ
も
叱
ら
れ

て
い
た
気
が
し
ま
す
。
通
知
表
に

「
落
ち
着
き
が
無
い
、
物
事
に
集

中
し
て
取
り
組
む
こ
と
」
と
綴
ら

れ
、
親
の
し
つ
け
か
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
か
、

本
当
に
厳
し
く
叱
ら
れ
ま
し
た
。

た
だ
、
通
知
表
の
最
後
に
、「
思

い
や
り
の
心
を
持
っ
て
、
正
し
い

と
思
う
こ
と
は
勇
気
を
持
っ
て
行

動
し
て
ほ
し
い
」
と
記
さ
れ
て
お

り
今
は
、
あ
の
厳
し
さ
は
先
生
方

の
„
愛
“
だ
と
気
づ
い
て
い
ま
す
。

教
導
の
怒
り
＝
教
え
導
く
、
形
を

変
え
た
愛
の
指
導
だ
っ
た
と
…
。 

　
教
師
は
、
聖
職
と
信
じ
て
い
ま

す
。
教
師
は
自
分
を
犠
牲
に
し
、

子
供
た
ち
に
嫌
わ
れ
て
も
、
時
代

を
超
え
て
、
愛
と
普
遍
的
な
正
し

さ
＝
„
義
“
と
言
う
何
か
を
伝
え

る
義
務
が
あ
る
と
思
う
か
ら
で
す
。 

　
私
は
、
先
生
方
の
愛
と
正
し
さ 

を
、
自
ら
教
壇
に
立
ち
、
次
の
世

代
に
伝
え
て
い
き
、
今
度
は
自
分

が
嫌
わ
れ
る
番
に
な
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

　
進
路
を
決
め
る
に
当
た
り
、
少

な
か
ら
ず
影
響
を
受
け
た
の
が
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
天
地
人
」

で
す
。
主
役
は
直
江
兼
続
。
利
を

求
め
る
戦
国
時
代
で
、
愛
を
信
じ

た
兼
続
の
生
き
様
は
、
利
益
追
求

に
邁
進
す
る
現
代
人
に
、
鮮
烈
な

印
象
を
与
え
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
大
変
な
財
政
難
の
時
、

兼
続
は
、「
人
こ
そ
組
織
の
財
産

な
り
。
来
た
い
者
は
つ
い
て
こ
い
」

と
い
い
、
今
で
い
う
リ
ス
ト
ラ
を

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
ド
ラ
マ

は
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
「
日
本
人

の
義
と
愛
、
そ
し
て
勇
気
」
を
見

事
に
描
き
出
し
た
名
作
で
す
。
　

　
兼
続
役
を
演
じ
た
妻
夫
木
聡
さ

ん
は
「
兼
続
は
„
義
“
を
重
ん
じ

な
が
ら
も
、
き
れ
い
事
だ
け
で
は

う
ま
く
い
か
な
い
世
界
が
あ
り
、

„
鬼
“
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
瞬
間
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

た
。
そ
れ
で
も
„
愛
“
を
持
ち
続

け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
逆
に„
愛
“

を
持
つ
か
ら
鬼
に
も
な
れ
た
の
で

は
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
愛
を
持

っ
た
鬼
。
„
嫌
わ
れ
る
先
生
“
と

通
じ
る
所
が
あ
り
ま
す
。 

　
私
は
、
嫌
わ
れ
る
先
生
と
表
裏

一
体
の
、
愛
と
勇
気
あ
る
教
師
に 

二十歳の青春メッセージ （一部抜粋要約） 

な
お
　
え
　
か
ね
　
つ
ぐ 

ま
い
　
し
ん 

つ
ま
　
ぶ
　
　
き 

さ
と
し 

4
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経
験
か
ら
得
ら
れ
る
も
の 

上
万
　
梅
田
尚
孝 

決意を新たに成人式を迎えた新成人のみなさん 

平成22年

第62回祝

と
い
う
目
標
を
立
て
て
い
ま
す
。 

　
愛
と
義
、
そ
し
て
勇
気
の
具
現

化
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
、
私
は
、

大
学
で
、
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ー
ク
ル
を
仲
間
と
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
そ
の
時
に
必
要
な
の
は
、
世

界
共
通
語
と
し
て
の
英
語
と
勇
気

で
す
。
英
語
を
通
じ
た
社
会
貢
献

が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
や
は
り
教
師
は
、Influence

＝
影
響
力
の
あ
る
職
業
で
す
。
将

来
に
わ
た
り
、
人
を
育
て
、
愛
を

形
あ
る
も
の
と
し
て
無
限
に
繋
い 

で
い
け
る
尊
い
仕
事
で
す
。 

  

人
は
、
持
っ
て
い
る
志
以
上
の

人
間
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
志
さ
え

本
物
な
ら
、
熱
血
火
の
如
く
生
き

れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
愛
と
勇

気
、
そ
し
て
世
界
に
通
用
す
る
正

義
を
持
っ
た
英
語
教
師
目
指
し
て
、

高
み
を
求
め
、
日
々
の
言
い
訳
を

戒
め
、
一
歩
も
前
進
し
な
い
自
分

を
叱
り
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。 

〜Love to do, love to act, love 
to teach.Love for doing, love 
for act, love for teaching

〜 

          

　
一
年
前
、
私
は
高
校
生
で
大
学

受
験
に
向
け
た
勉
強
の
日
々
を
送

っ
て
い
た
の
か
と
思
う
と
、
と
て

も
不
思
議
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
一
年
間
の
体
感
時
間
は
あ

っ
と
い
う
間
で
し
た
が
、
そ
の
時

間
の
中
に
含
ま
れ
る
思
い
出
や
経

験
は
あ
ま
り
に
も
大
き
く
、
重
く
、

貴
重
な
も
の
ば
か
り
で
す
。 

　
私
は
今
、
東
京
の
大
学
に
進
学 

し
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま

す
。
大
学
は
未
知
の
世
界
で
、
な

お
か
つ
上
京
し
て
の
一
人
暮
ら
し

は
今
ま
で
の
環
境
と
大
き
く
か
け

離
れ
た
も
の
で
、
す
べ
て
が
白
紙

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。 

　
大
学
入
学
当
初
は
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
や
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
な
ど
、

様
々
な
不
安
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ

う
で
し
た
。
新
し
い
生
活
は
、
私

が
一
年
前
ま
で
い
た
世
界
が
あ
ま

り
に
小
さ
か
っ
た
こ
と
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
大
学
、
そ
し
て
都

会
と
い
う
大
き
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

は
今
ま
で
の
価
値
観
で
は
到
底
計

れ
な
い
経
験
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

　
大
学
進
学
で
は
、
私
は
多
く
の

人
に
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
。
進
学

の
是
非
、
そ
し
て
金
銭
面
で
は
両

親
に
特
に
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
。 

成人代表の惠美奈あゆみさん（宇田浦）



6

し
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、

一
歩
ず
つ
立
派
な
成
人
へ
の
道
を

歩
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

           

　
穏
や
か
な
そ
よ
風
に
、
桜
の
花

び
ら
が
舞
う
春
。
青
く
透
き
通
る

よ
う
な
夏
の
海
と
空
。
赤
や
黄
色

の
衣
装
へ
衣
替
え
し
た
木
々
。
肌

を
刺
す
よ
う
な
風
と
、
白
波
を
立

て
る
荒
れ
た
冬
の
海
。
四
季
そ
れ

ぞ
れ
で
違
っ
た
顔
を
見
せ
る
阿
武

の
自
然
。
す
れ
違
う
人
に
挨
拶
を

す
る
と
、
必
ず
返
っ
て
く
る
返
事
。

町
の
人
々
の
優
し
さ
。
自
然
と
町

民
が
共
存
す
る
町
。
こ
れ
ら
す
べ

て
は
、
阿
武
町
の
誇
り
だ
。 

　
私
は
昨
年
４
月
か
ら
、
大
阪
で

新
生
活
を
始
め
た
。「
大
阪
」、「
一

人
暮
ら
し
」、
何
も
か
も
が
初
め

て
の
経
験
だ
が
、
ど
れ
も
長
年
憧

れ
て
い
た
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
起

こ
る
こ
と
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い

た
。
も
ち
ろ
ん
不
安
も
あ
っ
た
が
、

そ
れ
に
勝
る
期
待
も
あ
っ
た
。
何

よ
り
「
都
会
に
出
れ
る
」
と
い
う

当
時
感
じ
た
喜
び
は
、
今
も
し
っ

か
り
覚
え
て
い
る
。
し
か
し
、
あ

の
頃
の
私
は
、
本
当
に
大
切
な
も

の
を
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
阿

武
町
を
離
れ
て
早
１０
カ
月
。
こ
の

１０
カ
月
間
で
私
の
心
は
、
大
き
く

変
わ
っ
た
。 

　
大
阪
で
の
暮
ら
し
は
確
か
に
便

利
だ
。
遊
ぶ
場
所
も
買
い
物
す
る

場
所
も
充
分
す
ぎ
る
。
交
通
の
面

で
は
、
２
時
間
に
約
１
本
の
山
陰

本
線
と
、
３
〜
４
分
待
て
ば
次
の

電
車
が
来
る
大
阪
と
で
は
、
雲
泥

の
差
だ
。
大
阪
に
来
て
数
カ
月
は
、

便
利
で
何
不
自
由
な
い
生
活
が
楽

し
く
て
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
が
、

心
の
ど
こ
か
で
「
あ
の
頃
に
戻
り

た
い
」
と
思
う
自
分
も
い
た
。
実

際
に
、
８
月
の
段
階
で
実
家
に
帰

ら
な
い
と
言
っ
て
い
た
私
も
や
は

り
帰
る
と
楽
し
く
、
そ
し
て
懐
か

し
か
っ
た
。
何
よ
り
、
昔
と
変
わ

ら
ず
接
し
て
く
れ
る
友
達
は
、
大

き
な
心
の
支
え
だ
。
私
の
心
が
変

わ
り
だ
し
た
の
は
そ
の
頃
だ
っ
た
。 

　
み
ん
な
で
生
活
を
共
に
し
た
阿

武
中
学
校
。
部
活
や
体
育
祭
で
思

い
っ
き
り
走
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
。

力
を
合
わ
せ
て
掃
除
し
た
清
ヶ
浜
。

自
分
た
ち
で
作
っ
た
イ
カ
ダ
で
レ

ー
ス
し
た
海
。
無
人
の
駅
。
青
い

町
バ
ス
。
春
に
な
る
と
満
開
に
な

る
奈
古
駅
の
桜
の
木
。
真
っ
赤
な

夕
日
。
行
事
、
場
所
、
物
、
そ
れ

ら
の
一
つ
一
つ
ど
れ
も
思
い
出
が

つ
ま
っ
て
い
る
。
最
高
の
メ
ン
バ

ー
で
、
最
高
の
も
の
を
作
り
上
げ

て
き
た
。
一
つ
一
つ
が
か
け
が
え

の
な
い
宝
物
。
苦
し
い
こ
と
や
嫌

な
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、
そ
れ
も

今
と
な
っ
て
は
、
大
切
な
思
い
出
。

そ
れ
に
、
は
る
か
に
多
く
の
素
晴

ら
し
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
私
た

ち
は
、
阿
武
町
を
出
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
道
に
進
む
け
ど
、
こ
れ
ら
は

ず
っ
と
阿
武
の
地
で
、
変
わ
ら
ず

私
た
ち
の
帰
り
を
待
っ
て
い
て
く

れ
る
。
離
れ
て
初
め
て
わ
か
る
こ

の
気
持
ち
。
高
校
時
代
に
こ
の
よ

う
な
考
え
を
私
は
持
っ
て
い
な
か

っ
た
。
一
度
町
外
に
出
て
、
外
か

ら
阿
武
町
を
見
た
か
ら
こ
そ
、
阿

武
町
の
良
さ
を
理
解
で
き
た
の
だ
。

大
切
な
も
の
は
失
っ
て
初
め
て
気

付
く
。
と
い
う
け
れ
ど
、
失
う
前

に
気
付
け
て
本
当
に
良
か
っ
た
。 

　
私
た
ち
が
、
同
じ
町
に
生
ま
れ
、

巡
り
あ
え
た
の
は
奇
跡
な
ん
か
じ

ゃ
な
い
。
み
ん
な
違
う
場
所
に
い

て
も
、
私
た
ち
は
必
ず
つ
な
が
っ

て
い
る
。
私
た
ち
に
は
「
阿
武
町
」

と
い
う
素
晴
ら
し
い
町
が
あ
る
。

こ
の
先
、
何
年
も
何
十
年
も
私
た

ち
の
力
で
自
然
と
町
民
の
共
存
す

る
町
、
阿
武
町
を
守
り
、
盛
り
上

げ
て
い
こ
う
。 

「
阿
武
の
心
よ
永
遠
に
・
・
・
」 

井
部
田
　
杉
村
一
成 

  

阿
武
の
心
よ
永
遠
に 

ま
た
、
大
学
で
自
転
車
競
技
に
取

り
組
ん
で
い
て
、
こ
れ
も
親
の
協

力
な
し
に
は
成
立
し
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
自
転
車
競
技
に
か
か

る
費
用
は
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
莫

大
で
、
そ
の
費
用
を
身
を
削
っ
て

提
供
し
て
く
れ
た
両
親
に
は
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
自
転
車
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
つ
ら
い
で
す
が
、

非
常
に
楽
し
く
と
て
も
充
実
し
て

い
ま
す
。
私
の
希
望
を
叶
え
て
く

れ
た
両
親
の
想
い
に
少
し
で
も
多

く
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
私
も
努
力

し
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

　
大
学
生
活
で
得
た
私
の
心
情
は

他
の
何
も
の
に
も
代
え
難
い
も
の

で
す
が
、
私
が
一
年
前
に
思
い
描

い
て
い
た
姿
で
は
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
第
一
希
望
の
大
学
に
進

学
で
き
ず
、
浪
人
す
る
か
ど
う
か

考
え
て
の
進
学
で
し
た
。
自
分
を

見
つ
め
、
思
い
返
す
と
、
誰
か
が

私
に
言
っ
た
「
一
年
間
立
ち
止
ま

る
よ
り
、
進
学
し
て
様
々
な
も
の

を
見
て
、
多
く
の
経
験
を
す
る
方

が
い
い
。
君
は
前
に
進
ん
だ
方
が

い
い
。
絶
対
に
君
の
た
め
に
な
る
」

と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。

こ
の
言
葉
は
進
学
を
決
意
し
た
理

由
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

言
葉
の
通
り
、
私
は
多
く
の
経
験

を
し
様
々
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で

は
な
く
、
つ
ら
い
こ
と
、
悲
し
い 

こ
と
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
経
験
は
必
ず
人
生
の
糧

に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。 

　
一
年
間
立
ち
止
ま
っ
て
い
て
は

得
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
を
私
は
前

に
進
む
こ
と
で
得
る
こ
と
が
で
き

だ
の
だ
と
思
い
ま
す
。
心
か
ら
進

学
し
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
の
先
、
大
学
、
就
職
と
私
は

進
み
ま
す
が
、
正
直
心
は
様
々
な

思
い
で
揺
れ
動
い
て
い
ま
す
。
上

京
し
て
実
感
し
た
の
で
す
が
、
や

は
り
不
況
の
荒
波
は
各
方
面
に
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
先
輩
方

が
就
職
活
動
に
苦
し
ま
れ
て
お
り
、

都
会
は
就
職
が
厳
し
い
と
い
う
現

実
、
都
会
の
負
の
側
面
を
見
て
、

地
元
の
温
か
さ
が
と
て
も
恋
し
く

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
両
親
が
何

の
た
め
に
私
を
東
京
の
大
学
に
進

学
さ
せ
て
く
れ
た
の
か
を
考
え
る

と
、
泣
き
言
や
甘
い
考
え
な
ど
言

っ
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
何
の
た

め
に
、
何
を
す
る
た
め
に
私
は
上

京
し
た
の
か
。
も
う
一
度
考
え
直

し
、
そ
し
て
学
生
の
本
業
を
忘
れ

ず
勉
学
に
励
み
、
目
標
に
向
け
て

努
力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

　
成
人
し
て
も
ま
っ
た
く
実
感
が

湧
か
ず
、
私
は
ま
だ
ま
だ
精
神
的

に
は
子
ど
も
の
よ
う
で
す
が
、
こ

の
一
年
間
で
少
し
で
す
が
成
長
し

た
と
自
信
を
持
っ
て
言
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
よ
り
多
く
の
経
験
を
通 
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新
春
を
飾
る
恒
例
の
阿
武
町
消

防
出
初
式
が
１
月
９
日
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
式
典
は
、
来
賓
・
団
員
ら
約
２

０
０
人
が
出
席
す
る
中
、
町
民
セ

ン
タ
ー
・
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
、
新
入
団
員
へ
の
辞
令
交
付
の

後
、
中
村
町
長
が
式
辞
を
、
続
い

て
高
橋
団
長
が
「
消
防
操
法
の
知

識
技
能
の
修
得
、
団
員
意
識
の
高

揚
」
の
重
点
目
標
を
掲
げ
て
訓
辞

し
ま
し
た
。 

　
こ
の
ほ
か
、
団
体
表
彰
は
宇
田

郷
分
団
が
、
功
績
章
な
ど
個
人

表
彰
は
延
べ
４５
人
が
受
章
し
た
ほ

か
、
消
防
後
援
会
か
ら
団
長
へ
寄

附
目
録
の
贈
呈
が
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
後
、
消
防
団
員
は
関
係
者

や
見
学
に
訪
れ
た
多
く
の
住
民
ら

が
見
守
る
中
、
分
列
行
進
や
片
橋

付
近
で
の
一
斉
放
水
な
ど
、
き
び

き
び
と
し
た
訓
練
を
披
露
し
ま
し

た
。 

　
な
お
、
各
受
章
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
・
分
団
名
省
略
） 

★
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰 

【
功
績
章
】
（
２
人
） 

・
末
若
憲
二 

・
後
根
　
博 

【
勤
続
章
】 

☆
４０
年
勤
続
（
１
人
） 

・
田
中
敏
雄 

☆
３０
年
勤
続
（
２
人
） 

・
木
村
　
誠 

・
小
野
眞
治 

☆
２０
年
勤
続
（
１
人
） 

・
田
中
保
夫 

☆
１０
年
勤
続
（
１
人
） 

・
末
益
清
輝 

【
退
団
感
謝
状
】
（
９
人
） 

・
杉
　
利
行
　
・
小
野
　
昭 

・
黒
川
　
満
　
・
大
谷
　
登 

・
西
村
光
雄
　
・
西
村
　
浩 

・
下
台
正
洋
　
・
山
本
峰
生 

・
藤
村
和
重 

★
阿
武
町
長
表
彰 

【
優
良
分
団
表
彰
】 

・
宇
田
郷
分
団 

【
功
績
章
】
（
７
人
） 

・
吉
屋
貴
司
　
・
恵
美
奈
美
智
代 

・
松
田
洋
子
　
・
長
嶺
素
代 

・
八
代
壽
介
　
・
石
川
英
路 

・
高
村
泰
司 

【
退
団
感
謝
状
】
（
１７
人
） 

・
黒
川
　
満
　
・
大
谷
　
登 

・
西
村
光
雄
　
・
野
村
正
典 

・
西
村
　
浩
　
・
西
村
俊
光 

・
兼
原
芳
雄
　
・
下
台
正
洋 

・
岡
村
哲
也
　
・
藤
村
和
重 

・
田
中
　
満
　
・
西
村
勝
美 

・
山
本
峰
生
　
・
山
本
仁
至 

・
長
嶺
俊
英
　
・
常
永
　
淳 

・
堀
　
吉
和 

★
阿
武
町
消
防
団
長
表
彰 

【
精
勤
章
】
（
５
人
） 

・
上
田
　
誠
　
・
中
村
博
道 

・
石
丸
健
二
　
・
白
石
勝
則 

・
近
藤
光
明 

★
山
口
県
消
防
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

表
彰 

【
優
良
ク
ラ
ブ
団
体
表
彰
】 

・
阿
武
町
立
み
ど
り
保
育
園
幼
年

　
消
防
ク
ラ
ブ 

多くの町民が見守る中 
行われた観閲行進 

一斉放水の様子 

1月9日 

阿
武
町
消
防
出
初
式

団
員
45
人
を
表
彰

みどり保育園幼年消防クラブが 
県消防クラブ連合会長表彰を受賞 

優良分団表彰を受賞した 
宇田郷分団 
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◆
一
般
質
問
 

　
一
般
質
問
に
は
、
３
人
の
方
か

ら
７
項
目
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
、
町
長
か
ら
答
弁
が
さ
れ
ま
し

た
。
 

☆
西
村
良
子
議
員
 

○
窮
状
生
活
者
の
た
め
の
つ
な
ぎ

　
資
金
の
創
設
に
つ
い
て
 

○
定
住
促
進
対
策
に
思
い
切
っ
た

　
対
応
と
英
断
を
 

☆
小
田
達
雄
議
員
 

○
Ｊ
Ａ
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
廃

　
止
に
つ
い
て
 

○
自
治
会
制
度
の
発
展
に
つ
い
て
 

☆
清
水
教
昭
議
員
 

○
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
そ
の
後

　
に
つ
い
て
 

○
元
気
！
あ
ぶ
町
！
５
０
０
１
プ

　
ラ
ン
の
推
進
に
つ
い
て
 

○
道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て
 

※
な
お
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

議
会
だ
よ
り
（
１０
・
１１
ペ
ー
ジ
）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

 ◆
山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

減
少
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
 

◆
山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
の

財
産
処
分
に
つ
い
て
 

　
い
ず
れ
も
来
年
の
１
月
１６
日
に

予
定
さ
れ
て
い
る
阿
東
町
と
山
口

市
の
合
併
に
伴
な
い
、
山
口
県
市

町
総
合
事
務
組
合
の
構
成
団
体
数

の
減
少
及
び
規
約
の
一
部
改
正
、

並
び
に
財
産
処
分
で
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

◆
山
口
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
減
少
に
つ
い
て
 

　
阿
東
町
と
山
口
市
の
合
併
に
よ

り
山
口
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
構
成
団
体
数
を
減
少
さ
せ

る
も
の
で
あ
り
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
 

◆
地
域
交
流
・
高
齢
者
福
祉
複
合

施
設
整
備
工
事
の
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
 

　
旧
宇
田
小
学
校
を
地
域
交
流
・

高
齢
者
福
祉
複
合
施
設
と
し
て
活

用
す
る
た
め
の
整
備
工
事
の
請
負

契
約
の
締
結
で
萩
市
の
協
和
建
設

工
業
㈱
が
１
億
３
２
８
２
万
５
０

０
０
円
で
契
約
締
結
す
る
も
の
で

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

              ◆
平
成
２１
年
度
阿
武
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
回
）
 

　
今
回
の
補
正
額
は
、
１
１
２
２

万
２
０
０
０
円
で
、
補
正
後
の
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
４１
億
１

９
９
３
万
４
０
０
０
円
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
の
補
正
の
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

　
総
務
費
は
、
奈
古
浦
公
民
館
の

改
修
工
事
に
伴
う
自
治
会
総
合
交

付
金
１
０
５
万
４
０
０
０
円
の
増

額
、
更
に
、
の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー

及
び
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ

レ
の
一
部
を
洋
式
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ

ト
化
に
改
造
す
る
た
め
の
経
費
の

調
整
と
し
て
７１
万
６
０
０
０
円
を

増
額
し
、
こ
れ
ら
合
計
で
１
７
７

万
円
の
増
額
計
上
で
す
。
 

　
民
生
費
は
、
社
会
福
祉
費
と
し

て
、
見
込
額
の
増
減
調
整
で
１
３

１
８
万
３
０
０
０
円
の
増
額
、
更

に
、
国
保
事
業
勘
定
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
７
３
２
万
１
０
０
０
円

の
増
額
で
合
計
２
０
５
０
万
４
０

０
０
円
の
増
額
。
 

　
児
童
福
祉
費
で
は
、
臨
時
保
育

士
賃
金
の
調
整
や
事
業
費
の
確
定

に
伴
う
国
庫
及
び
県
補
助
金
の
返

還
等
で
合
計
で
２
０
８
万
５
０
０

０
円
を
増
額
し
、
民
生
費
全
体
で

は
、
２
２
５
８
万
９
０
０
０
円
の

増
額
計
上
で
す
。
 

　
衛
生
費
で
は
、
母
子
健
康
セ
ン

タ
ー
の
ト
イ
レ
改
修
費
６４
万
３
０

０
０
円
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
委
託
料
２

１
０
万
７
０
０
０
円
、
更
に
、
不

法
投
棄
物
回
収
事
業
費
４０
万
２
０

０
０
円
の
新
規
計
上
等
で
、
合
計

３
３
２
万
２
０
０
０
円
の
増
額
計

上
で
す
。
 

　
土
木
費
で
は
、
事
業
支
弁
に
よ

り
人
件
費
を
減
額
す
る
一
方
、
地

震
時
の
地
盤
の
揺
れ
や
す
さ
調
査

委
託
料
３
５
０
万
円
の
新
規
計
上

他
で
、
差
し
引
き
１
５
７
万
９
０

０
０
円
の
増
額
計
上
で
す
。
 

　
災
害
復
旧
費
で
は
、
事
務
費
の

確
定
に
伴
う
職
員
給
与
費
等
で
１

４
０
万
円
の
増
額
計
上
で
す
。
 

 
農
林
水
産
業
費
で
は
、
経
営
規

模
拡
大
支
援
事
業
費
９０
万
６
０
０

０
円
を
新
規
計
上
す
る
一
方
、
額

の
確
定
に
よ
る
需
要
に
応
え
る
園
 

一般会計は1122万円増額 

　
平
成
２１
年
第
６
回
阿
武
町
議
会
定
例
会
が
、
１２
月
９
日
か
ら
１６

日
ま
で
の
会
期
８
日
間
で
開
か
れ
、
一
般
質
問
に
つ
づ
い
て
、
提

出
議
案
９
件
、
諮
問
１
件
、
そ
し
て
全
員
協
議
会
で
の
報
告
１
件

が
い
ず
れ
も
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
ま
た
は
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
 

● 地域交流、高齢者福祉複合施設（旧宇田小学校）が工事着手 
● インフルエンザワクチン接種委託料などを補正 

第6回議会定例会　12月9日～16日 

宇田郷地区で改修中の 
阿武町地域交流・高齢者福祉複合施設 
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芸
産
地
構
造
改
革
推
進
事
業
費
補

助
金
１
５
８
１
万
８
０
０
０
円
の

減
額
、
都
合
に
よ
り
対
象
者
が
い

な
く
な
っ
た
た
め
就
農
・
定
住
円

滑
化
対
策
事
業
費
補
助
金
１
４
７

万
円
の
減
額
、
国
庫
事
業
に
乗
り

替
え
た
た
め
就
漁
円
滑
化
対
策
事

業
費
補
助
金
１
８
０
万
円
の
減
額

等
で
差
し
引
き
１
７
７
２
万
７
０

０
０
円
の
減
額
計
上
で
す
。
 

　
商
工
費
で
は
、
テ
ル
メ
阿
胡
及

び
温
水
プ
ー
ル
に
つ
い
て
、
重
油

代
の
下
落
及
び
熱
源
を
重
油
ボ
イ

ラ
ー
か
ら
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
に
移

行
し
た
た
め
の
燃
料
費
の
調
整
で

１
６
２
万
１
０
０
０
円
の
減
額
計

上
で
す
。
 

              　
歳
入
で
は
、
国
庫
支
出
金
に
つ

き
ま
し
て
は
、
見
込
額
に
よ
り
障

害
者
自
立
支
援
給
付
費
国
庫
負
担

金
４
５
０
万
４
０
０
０
円
、
国
保

基
盤
安
定
国
庫
負
担
金
３８
万
６
０

０
０
円
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
事
業
費
国
庫
負
担
金
８０
万
円
の

増
額
及
び
、
住
宅
・
建
築
物
安
全

ス
ト
ッ
ク
形
成
事
業
国
庫
補
助
金

３
５
０
万
円
の
新
規
計
上
他
で
、

合
計
で
９
２
０
万
７
０
０
０
円
の

増
額
計
上
で
す
。
 

　
県
支
出
金
で
は
、
見
込
額
に
よ

り
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
県
負

担
金
２
２
５
万
２
０
０
０
円
及
び

国
保
基
盤
安
定
県
負
担
金
３
６
９

万
２
０
０
０
円
の
増
額
、
ま
た
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業
費
補
助
金
１
５
８
万
円

並
び
に
不
法
投
棄
物
回
収
事
業
費

補
助
金
４０
万
２
０
０
０
円
の
新
規

計
上
、
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援

事
業
費
補
助
金
３３
万
５
０
０
０
円

他
を
増
額
す
る
一
方
、
需
要
に
応

え
る
園
芸
産
地
構
造
改
革
推
進
事

業
費
補
助
金
７
９
０
万
９
０
０
０

円
及
び
就
農
・
定
住
円
滑
化
対
策

事
業
費
補
助
金
７３
万
５
０
０
０
円

を
減
額
、
ま
た
、
国
庫
事
業
に
乗

り
替
え
に
よ
る
ニ
ュ
ー
フ
ィ
ッ
シ

ャ
ー
確
保
育
成
推
進
事
業
費
補
助

金
を
９０
万
円
他
を
減
額
し
、
差
し

引
き
合
計
で
１
２
４
万
４
０
０
０

円
の
減
額
計
上
で
す
。
 

　
繰
越
金
で
は
、
今
回
の
補
正
の

財
源
調
整
と
し
て
１
０
７
万
１
０

０
０
円
を
増
額
計
上
。
 

　
最
後
に
、
諸
収
入
と
し
て
、
高

額
療
養
費
戻
入
金
他
で
２
１
３
万

４
０
０
０
円
を
増
額
計
上
し
て
い

ま
す
。
 

◆
４
つ
の
特
別
会
計
を
補
正
 

■
平
成
２１
年
度
国
民
健
康
保
険
事

業
（
事
業
勘
定
）
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
５
回
）
 

　
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
及

び
療
養
費
を
増
額
し
、
総
額
で
７

３
２
万
１
０
０
０
円
の
増
額
計
上

で
す
。
 

■
平
成
２１
年
度
国
民
健
康
保
険
事

業
（
直
診
勘
定
）
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
５
回
）
 

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
等
の
医
薬
品
購
入
費
６８
万
８
０

０
０
円
の
増
額
計
上
で
す
。
 

■
平
成
２１
年
度
阿
武
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

回
）
 

　
木
与
簡
易
水
道
の
水
源
ポ
ン
プ

修
繕
料
４９
万
４
０
０
０
円
の
増
額

計
上
で
す
。
 

■
平
成
２１
年
度
阿
武
町
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
回
）
 

　
消
費
税
納
付
金
６０
万
円
の
増
額

計
上
で
す
。
 

◆
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
 

　
こ
れ
は
、
町
の
執
行
に
か
か
る

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

次
の
件
の
概
要
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
工
事
名
（
請
負
業
者
・
請
負

金
額
）
 

○
平
成
２１
年
度
町
道
汐
入
野
地
線

道
路
新
設
工
事（
第
３
工
区
）（
澤

田
建
設
㈱
・
３
８
３
万
２
５
０
０

円
）
 

○
平
成
２１
年
度
町
道
汐
入
野
地
線

道
路
新
設
工
事（
第
４
工
区
）（
小

田
建
設
㈱
・
２
２
５
７
万
５
０
０

０
円
）
 

○
平
成
２１
年
度
町
道
岩
坪
八
保
線

道
路
改
良
工
事（
第
２
工
区
）（
㈱

野
稲
組
・
８
１
９
万
円
）
 

○
平
成
２１
年
度
奈
古
漁
港
（
沢
松

地
区
）排
水
路
整
備
工
事（
小
田
産

業
㈱
・
６
１
９
万
５
０
０
０
円
）
 

○
平
成
２１
年
度
補
災
６
４
９
号
町

道
宇
田
中
央
線
道
路
災
害
復
旧
工

事（
小
田
産
業
㈱
・
４
６
２
万
円
） 

○
平
成
２１
年
度
補
災
６
５
０
号
町

道
畠
田
柳
尾
線
道
路
災
害
復
旧
工

事
（
小
田
建
設
㈱
・
３
０
４
万
５

０
０
０
円
）
 

○
平
成
２１
年
度
補
災
１
３
８
６
号

町
道
田
部
青
浦
線（
１
）道
路
災
害

復
旧
工
事
（
㈲
吉
岡
土
建
・
２
４

１
５
万
円
）
 

○
平
成
２１
年
度
阿
武
町
立
福
賀
小

中
学
校
屋
内
運
動
場
耐
震
改
修
工

事
（
萩
土
建
㈱
・
３
９
３
７
万
５

０
０
０
円
）
 

○
平
成
２１
年
度
阿
武
町
地
域
交
流

・
高
齢
者
福
祉
複
合
施
設
実
施
設

計
業
務
委
託
（
㈲
堀
設
計
事
務
所

・
６
３
０
万
円
）
 

    

テルメ阿胡、温水プールに 
熱源を供給するチップボイラー施設 

福賀小中学校屋内運動場耐震改修工事 第２美咲団地造成工事 町道汐入野地線道路新設工事 
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問
　
自
治
会
制
度
の
進
捗
状

況
は
。
 

町
長
　
奈
古
地
区
で
は
新
た

に
、
浜
の
３
・
４
、
福
賀
地

区
で
は
宇
生
賀
の
４
集
落

が
、
統
合
に
向
け
協
議
中
。

宇
田
郷
地
区
で
は
、
田
部
・

井
部
田
・
郷
・
葛
籠
・
平
原

の
５
集
落
の
統
合
が
新
た
に

決
ま
っ
た
よ
う
だ
が
、
他
は

単
独
で
の
自
治
会
へ
の
移
行

と
な
る
だ
ろ
う
。
 

問
　
先
の
消
火
栓
を
使
っ
て

の
防
災
訓
練
な
ど
も
、
も
っ

と
自
主
性
を
持
た
せ
て
は
。
 

町
長
　
今
後
こ
の
よ
う
な
活

動
も
、
自
治
会
に
主
体
性
を

持
た
せ
、
町
が
後
援
す
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
。
 

問
　
自
治
会
長
集
会
や
連
絡

協
議
会
を
設
置
し
効
果
的
な

自
治
会
の
運
営
が
必
要
で
は

な
い
か
。
 

町
長
　
連
絡
協
議
会
等
が
必

要
で
あ
り
、
役
場
か
ら
の
お

願
い
な
ど
も
最
小
限
に
し
た

い
。
お
互
い
の
情
報
交
換
の

場
、
自
治
会
活
動
の
調
整
の

場
と
し
、
多
面
的
な
発
展
性

の
あ
る
も
の
に
し
た
い
。
町

は
、
自
治
活
動
を
支
援
す
る

立
場
で
、
自
治
会
活
動
の
発

展
を
推
進
し
た
い
。
 

議 会 だ よ り 33
No

一
般
質
問  

第
6
回
定
例
会
　
１２
月
9
日
〜
１６
日
 

Q
　
生
活
支
援
の
た
め
の
「
つ
な
ぎ
 

 
　
資
金
」
の
創
設
を
 

Ａ
　
手
続
が
簡
易
な
、
社
会
福
祉
協
議
会
 

　
　
枠
の
生
活
安
定
資
金
等
の
活
用
を
！
 

Q
　
定
住
促
進
対
策
に
思
い
き
っ
た
 

　
　
対
応
と
英
断
を
！
 

Ａ
　
住
宅
整
備
と
空
き
家
活
用
を
 

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
に
促
進
！
 

西村良子  議員 

      問
 
厳
し
い
経
済
情
勢
、
地

球
温
暖
化
等
の
環
境
変
化
に

よ
り
、
農
林
漁
業
者
の
不
安

定
な
収
入
不
足
や
年
金
生
活

者
が
不
用
意
な
出
費
等
に
よ

り
、
生
活
が
困
窮
す
る
な
ど

の
影
響
が
出
て
い
る
が
、
こ
 

の
た
め
の
つ
な
ぎ
資
金
を
公

的
に
援
助
す
る
貸
付
制
度
の

創
設
が
で
き
な
い
か
。
 

町
長
　
必
要
性
は
あ
る
が
、

当
面
は
社
会
福
祉
協
議
会
が

設
置
し
て
い
る
、
資
金
枠
に

「
法
外
援
護
資
金
」
と
「
生
活

安
定
資
金
」
が
あ
る
の
で
、

役
場
民
生
課
ま
た
は
民
生
委

員
、
あ
る
い
は
社
会
福
祉
協

議
会
窓
口
へ
申
し
出
て
、こ
の

資
金
の
活
用
を
お
願
い
し
た

い
。
 

問
 
町
の
空
き
家
情
報
バ
ン

ク
等
の
積
極
的
な
取
り
組

み
に
よ
り
多
く
の
新
規
参
入

者
が
、
阿
武
町
に
移
住
し
て

い
る
。
こ
の
動
き
を
人
口
減

少
の
歯
止
め
対
策
と
、
町
の

個
性
を
発
揮
す
る
ア
ピ
ー
ル

策
と
し
て
も
っ
と
前
向
き
に

取
り
組
め
な
い
か
。
 

　
次
の
２
点
に
つ
い
て
提
案

し
ま
す
。
１
点
目
、
専
門
性

を
出
し
た
総
務
課
と
経
済
課

を
連
携
さ
せ
た
「
新
規
移
住

者
係
」
窓
口
の
設
置
と
２
人
 

程
度
の
職
員
配
置
が
で
き
な

い
か
。
２
点
目
、
新
規
参
入

者
の
人
材
登
用
は
で
き
な
い

か
。
 

       
 

 町
長
　
１
点
目
の
質
問
は
、

現
在
、
総
務
課
に
こ
の
仕
事

に
専
念
す
る
職
員
を
１
人
配

置
し
て
お
り
、
定
住
の
総
合

窓
口
と
し
て
、
機
能
し
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。
空
き
家

の
在
戸
も
少
な
く
な
っ
て
い

る
現
状
で
は
、
町
の
「
５
０

０
１
プ
ラ
ン
」
対
策
に
沿
っ

た
実
施
だ
と
考
え
て
い
る
。
 

　
２
点
目
の
質
問
は
、
「
阿

武
町
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
づ

く
り
計
画
」
審
議
会
に
１
人

程
度
、
委
員
と
し
て
参
加
い

た
だ
く
予
定
で
あ
る
。
 

　
こ
の
機
会
に
、
阿
武
町
型

定
住
促
進
対
策
の
考
え
を
述

べ
る
と
、
住
宅
整
備
と
今
後

活
か
せ
る
空
き
家
活
用
に
力

を
入
れ
て
ゆ
く
こ
と
だ
と
考

え
て
い
る
。
 

問
 

問
 

町
長
 

町
長
 

小田達雄  議員 

     問
　
奈
古
給
油
所
が
来
年
７

月
で
廃
止
さ
れ
る
が
、
高
齢

者
や
農
家
等
で
は
大
変
な
問

題
で
あ
る
。
対
応
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。
 

町
長
 
地
区
内
の
給
油
所
が

な
く
な
る
と
困
る
人
が
多
い

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
Ｊ
Ａ

の
経
営
上
の
方
針
で
ど
う
に

も
な
ら
な
い
が
、
高
齢
者
や

車
の
運
転
が
出
来
な
い
人
に

は
生
活
に
直
結
す
る
大
問
題

と
受
け
と
め
て
い
る
。
Ｊ
Ａ

に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

週
に
何
日
か
決
め
て
各
自
宅

へ
の
無
料
配
達
や
容
器
の
安

価
な
斡
旋
等
で
対
応
さ
れ
る

よ
う
な
の
で
、期
待
し
た
い
。 

問
　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確
保
の

面
か
ら
、
奈
古
地
区
に
給
油

所
を
設
置
す
る
こ
と
へ
の
支

援
等
は
で
き
な
い
か
。
道
の

駅
付
近
も
良
い
機
会
で
は
。
 

町
長
　
事
前
調
査
を
し
た
が

給
油
所
の
経
営
は
、
大
変
厳

し
い
と
思
わ
れ
る
。
現
時
点

で
は
特
に
誘
致
や
支
援
の
対

策
を
考
え
て
い
な
い
。
将
来

的
に
可
能
な
ら
ば
、
今
後
検

討
し
た
い
。
 

問
 

問
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

問
 

問
 

問
 

町
長
 

町
長
 

空き家情報提供の様子 

Q
　
主
体
的
な
自
治
会
制
度
の
取
組
は
 

Ａ
　
情
報
交
換
の
場
を
設
定
 

Q
　
Ｊ
Ａ
奈
古
給
油
所
の
廃
止
へ
の
対
応
は
 

Ａ
　
Ｊ
Ａ
の
適
切
な
対
応
に
期
待
す
る
 

今年７月末で廃止される 
あぶらんど萩奈古給油所 

奈古地区防災訓練 



11

現
地
踏
査
 

議 会 だ よ り 33
No

地
域
交
流
高
齢
者
福
祉
複
合

施
設
整
備
工
事
の
請
負
契
約

に
つ
い
て
 

問
　
指
名
競
争
入
札
に
参
加

し
た
業
者
数
は
。
 

答
　
契
約
高
が
５
０
０
０
万

円
以
上
な
の
で
町
外
の
１０
業

者
で
行
い
、
協
和
建
設
工
業

㈱
が
落
札
し
た
。
 

        阿
武
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
回
）
に
つ
い
て
 

問
　
不
法
投
棄
物
回
収
作
業

と
は
。
 

答
　
県
の
不
法
投
棄
パ
ト
ロ

ー
ル
で
指
摘
さ
れ
た
床
並
の

洞
門
上
の
県
道
ガ
ー
ド
下
の

こ
と
。
大
変
な
作
業
だ
が
県

の
補
助
で
回
収
し
た
い
。
 

問
　
田
部
の
不
法
投
棄
は
。
 

答
　
量
が
多
く
、
道
路
工
事

と
の
関
連
も
あ
り
、
施
設
課

と
相
談
し
、
工
事
に
係
る
と

こ
ろ
は
回
収
し
て
も
ら
い
、

民
生
課
で
処
理
す
る
。
 

問
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 

       罹
患
状
況
は
。
ま
た
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
の
内
容
と
は
。
 

答
　
１１
月
末
か
ら
拡
大
し
は

じ
め
た
。
学
校
・
保
育
園
以

外
は
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、

福
賀
地
区
で
は
ま
だ
出
て
い

な
い
。
奈
古
小
・
阿
武
中
・

保
育
園
で
は
学
級（
園
）閉
鎖

も
行
っ
て
い
る
。
 

　
接
種
費
用
の
補
助
は
住
民

税
非
課
税
者
を
対
象
と
し
、

文
書
等
で
連
絡
し
て
あ
る
。

対
象
者
は
役
場
・
支
所
で
申

請
を
受
け
付
け
、
証
明
を
発

行
す
る
。
子
供
は
全
員
接
種

が
前
提
で
、
希
望
者
は
集
団

接
種
の
方
向
で
学
校（
園
）で

受
け
付
け
て
い
る
。
 

問
　
ト
イ
レ
の
洋
式
化
へ
の

改
修
と
は
。
 

答
　
前
回
の
補
正
予
算
に
調

整
額
と
し
て
今
回
計
上
し
た
。

本
庁
・
支
所
・
町
民
セ
ン
タ

ー
等
の
ト
イ
レ
を
原
則
と
し

て
和
式
を
１
カ
所
残
し
、
他

を
洋
式
化（
洗
浄
便
座
）に
改

修
す
る
も
の
で
、
詳
細
確
定

に
伴
う
補
正
予
算
で
あ
る
。
 

問
　
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用

者
が
増
え
た
が
、
実
情
と
今

後
の
対
応
は
。
 

答
　
身
障
者
等
及
び
高
齢
者

が
対
象
だ
が
、
今
回
の
増
加

は
高
齢
者
の
利
用
が
増
え
た

も
の
で
、
今
後
も
増
加
が
予

想
さ
れ
る
。
交
通
体
制
と
も

関
連
し
て
考
え
、
対
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。
 

県道益田阿武線床並 
付近ガード下の不法投棄 

 

宇田郷地区の地域交流 
高齢者福祉複合施設 

町道元浦平原線 
道路改良工事 

奈古漁港（沢松地区） 
排水路整備工事 

 

奈古漁港広域 
漁港整備工事 

 

問
 

答
 

問
 

答
 

答
 

問
 

問
 

答
 

問
 

問
 

答
 

答
 

清水教昭  議員 

問
　
町
民
に
は
「
開
か
れ
た
 

管
理
」
が
大
切
。
政
策
進
捗

管
理
を
ど
う
開
示
し
て
い
る

の
か
。
 

町
長
　
町
広
報
で
そ
の
都
度

報
告
、
議
会
で
は
計
画
図
面

で
説
明
と
意
見
を
伺
い
、
町

民
や
議
会
に
開
示
す
る
。
 

     問
　
来
年
３
月
で
、
前
期
計

画
が
終
了
で
す
が
、
各
課
題

の
実
施
結
果
と
評
価
・
そ
こ

か
ら
読
め
る
課
題
形
成
が
大

切
。
前
期
計
画
の
ま
と
め
の

具
体
的
な
日
程
計
画
と
町
民
 

 

         問
　
政
策
を
達
成
す
る
為
に

は
、
こ
れ
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
 

                  へ
の
告
知
方
法
は
。
 

町
長
　
総
務
課
を
中
心
に
、

策
定
と
進
行
の
管
理
を
行
い
、

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
各
会

で
審
議
し
、
３
月
議
会
定
例

会
に
て
報
告
予
定
。
 

     ト
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

が
重
要
な
鍵
で
す
が
、
人
材

育
成
の
取
組
と
動
機
付
け
の

仕
組
み
は
ど
う
す
る
の
か
。
 

町
長
　
阿
武
町
人
材
育
成
基

本
方
針
に
沿
い
、
資
質
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
 

       問
　
本
町
が
合
併
し
て
、
す

で
に
５４
年
が
経
過
し
た
が
、

促
進
計
画
書
に
は
「
要
請
活

動
を
積
極
的
に
展
開
す
る
」

と
あ
る
。
ま
た
、
町
民
の
脚

を
運
ぶ
大
動
脈
な
の
で
、
現

時
点
の
具
体
的
な
取
組
と
完

成
時
期
は
。
 

町
長
　
残
り
２
１
０
０ｍ
の
う

ち
３
〜
４
年
後
に
１
４
０
０ｍ

が
完
成
し
、部
分
供
用
が
開
始

さ
れ
る
予
定
。
残
り
は
県
に

機
会
あ
る
事
に
要
請
を
行
う
。 

       問
　
木
立
で
薄
暗
く
、
道
幅

も
狭
く
離
合
が
簡
単
に
で
き

な
い
。
路
肩
も
不
安
定
で
、

夜
間
は
リ
ス
ク
が
伴
う
。
早

い
時
期
で
の
完
成
が
必
要
。
 

町
長
　
黒
川
地
区
の
橋
梁
工

事
本
体
部
分
が
本
年
完
成
予

定
で
、
来
年
度
は
ル
ー
ト
測

量
調
査
を
依
頼
中
。
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会
報
告
 １２
月
９
日
開
催
 

宇田郷地区 
まちづくり懇談会 

阿
武
町
基
本
計
画
（
後
期
 

計
画
）
５
０
０
１
プ
ラ
ン
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 Ｑ

　
県
道
益
田
阿
武
線
 

　
　
の
見
通
し
は
 

Ａ
　
部
分
供
用
開
始
ま
 

　
　
で
3
〜
4
年
程
度
 

Ｑ
　
県
道
高
佐
下
阿
武
線
 

　
　
の
道
路
網
の
整
備
は
 

Ａ
　

来
年
度
ル
ー
ト
 

　
　

測
量
を
予
定
 

Ｑ
 
政
策
の
開
示
状
況
は
 

Ａ
 
機
会
を
と
ら
え
町
民
・
議
会
へ
開
示
 

Ｑ
 
町
基
本
計
画
前
期
5
カ
年
計
画
の
報
告
は
 

 Ａ
 
3
月
議
会
で
報
告
す
る
 

Ｑ
 
人
材
育
成
の
取
組
は
 

 Ａ
 
町
の
人
材
育
成
基
本
方
針
に
沿
っ
て
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    　「
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
田
舎
を
思
い
出
し
、
帰

り
た
い
な
あ
…
と
カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
て
い
つ
も
思
っ
て
い
ま

す
」。
こ
れ
は
、
町
が
制
作
し
て
い
る
„
阿
武
町
ふ
る
さ
と

カ
レ
ン
ダ
ー
“
を
購
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
町
出
身
の
方

か
ら
の
お
便
り
で
す
。
 

　
ふ
る
さ
と
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
町
民
の
方
に
は
町
の
良
さ
を

再
発
見
、
全
国
の
町
出
身
者
の
方
に
は
、
ふ
る
さ
と
阿
武
町

の
こ
と
を
懐
か
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
毎
年
制
作
し
て
い
る

も
の
で
、
今
回
が
２０
作
目
。
 

　
平
成
２２
年
版
は
、『
春
夏
秋
冬
・
四
季
だ
よ
り
』
を
テ
ー

マ
に
阿
武
町
の
„
の
ど
か
“
で
„
き
れ
い
な
“
風
景
写
真
を

中
心
に
あ
た
た
か
で
心
の
な
ご
む
写
真
を
掲
載
。
今
回
は
、

阿
武
町
の
写
真
愛
好
家
が
集
ま
っ
て
結
成
し
た
、
あ
ぶ
フ
ォ

ト
倶
楽
部
の
会
員
が
撮
影
し
た
選
り
す
ぐ
り
の
写
真
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
暮
れ
、
町
内
の
全
世
帯
と
全
国
か
ら

予
約
の
あ
っ
た
約
５
０
０
人
に
発
送
し
ま
し
た
。
 

　
在
庫
は
わ
ず
か
で
す
。
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
１
部

５
０
０
円
（
送
料
込
）
で
販
売
し
ま
す
の
で
、
阿
武
町
役
場

総
務
課
（
☎
０
８
３
８
８
―
２
―
３
１
１
１
）
ま
で
お
早
め

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 

わが町 '09とぴっくす

ふ
る
さ
と
オ
リ
ジ
ナ
ル

カ
レ
ン
ダ
ー
を
全
国
に
発
送
！

テ
ー
マ
は
春
夏
秋
冬
・
四
季
だ
よ
り

山・海・里

あなたのまちの身近な話 
題をお寄せください。 
役場総務課企画広報係 
（☎2―3111） 
E-mail : kikaku@town. 
　　abu.yamaguchi.jp

Ａｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓ Ａｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓ 
まちの話題まちの話題

                       　
近
海
で
捕
れ
た
新
鮮
な
活
魚
を
、
お
安
く
ご
家
庭
で
も
食

べ
て
い
た
だ
こ
う
と
「
粋
な
漁
師
（
お
と
こ
）
の
新
鮮
活
魚

市
場
」
が
年
末
の
１２
月
３１
日
、
道
の
駅
「
阿
武
町
」
奈
古
活

魚
蓄
養
施
設
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
６
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
活
魚
蓄
養
施
設
の
活
魚
槽
か
ら
水
揚
げ
さ
れ
た
鯛
、
ヒ

ラ
マ
サ
、
ワ
カ
ナ
、
イ
サ
キ
、
ナ
マ
コ
な
ど
鮮
度
抜
群
の
魚

が
浜
値
で
並
び
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
悪
天
候
で
し
た
が
、

鮮
度
抜
群
の
魚
を
求
め
て
時
間
前
か
ら
多
く
の
お
客
さ
ん
が

並
び
、
午
前
９
時
の
開
店
後
30
分
で
ほ
と
ん
ど
の
魚
が
売
り

切
れ
ま
し
た
。
次
回
の
活
魚
市
は
、
１
月
２３
日
（
毎
月
第
４

土
曜
日
）
午
後
３
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

▼
宇
田
小
学
校
が
閉
校（
３
月
） 

　
明
治
８
年
の
開
校
以
来
１
３

５
年
の
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
宇

田
小
学
校
が
、
奈
古
小
学
校
へ

の
統
合
に
よ
り
閉
校
。
最
後
の

在
校
生
８
人
や
卒
業
生
が
思
い

出
い
っ
ぱ
い
の
母
校
に
別
れ
を

告
げ
ま
し
た
。
 

▼
中
村
町
政
２
期
目
が
ス
タ
ー

ト
（
５
月
）
 

　
任
期
満
了
に
よ
る
阿
武
町
長
選

挙
が
執
行
さ
れ
、「
小
さ
く
て
も
個

性
が
光
る
自
立
し
た
町
づ
く
り
」

を
掲
げ
る
中
村
秀
明
氏
が
無
投
票

当
選
で
再
選
さ
れ
、
２
期
目
の
ス

タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。
 

▼
奈
古
活
魚
蓄
養
施
設
が
完
成
（
６
月
）
 

　
出
荷
調
整
や
活
魚
の
安
定
供
給
に
よ
り

魚
価
の
低
迷
に
活
路
を
開
く
た
め
、
新
奈

古
漁
港
に
活
魚
蓄
養
施
設
が
完
成
し
ま
し

た
。
今
後
、
道
の
駅
と
の
連
携
に
よ
る
地

域
漁
業
の
核
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
 

▼
無
投
票
で
町
議
会
議
員
８
人
が
当
選
 

（
１１
月
）
 

　
任
期
満
了
に
よ
る
町
議
会
議
員
選
挙
が

執
行
さ
れ
、
無
投
票
で
現
職
７
人
、
新
人

１
人
が
当
選
し
、
４
年
間
の
ス
タ
ー
ト
を

き
り
ま
し
た
。
 

▼
道
の
駅
阿
武
町
の
新
た
な
運
営
方
向
が
定
ま
る
（
１１
月
）
 

　
道
の
駅
の
再
構
築
を
目
指
す
、
道
の
駅
阿
武
町
再
生
ビ
ジ

ョ
ン
施
設
整
備
計
画
検
討
委
員
会
で
、
指
定
管
理
者
制
度

と
、
受
け
皿
と
な
る
新
た
な
第
三
セ
ク
タ
ー
の
設
立
に
よ
る

道
の
駅
の
運
営
の
方
向
性
を
決
定
し
ま
し
た
。
 

師走の活魚市は大盛況師走の活魚市は大盛況
粋な漁師（おとこ）の

活魚市
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な
 ご
 

う
 た
 ご
 う
 

ふ
 く
 が
 

「
世
代
交
流
集
会
　
し
め
な
わ
飾
り
教
室
」
 

　
　
　
　
　
奈
古
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
 
 

　
世
代
交
流
集
会
、
し
め
な
わ
飾
り
教
室
が
１２
月
２４
日
に

阿
武
町
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
各
自
治
会
（
集
落
）
の
子
ど
も
会
育
成
会
長
さ
ん
を
通

じ
て
子
ど
も
た
ち
の
参
加
を
募

集
し
ま
し
た
。
 

　
材
料
の
用
意
や
指
導
者
に
つ

い
て
は
、
寿
齢
ク
ラ
ブ
連
絡
協

議
会
で
呼
び
か
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
世
代
交
流
地
域
文
化

の
伝
承
は
奈
古
盆
踊
り
教
室
に

続
い
て
２
回
目
と
な
り
ま
す
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
手
と
り
足
と

り
で
「
し
め
な
わ
飾
り
」
づ
く
り
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ご
年
配（
地
域
の
達
人
）は
「
し
め
な
わ
飾
り
」
を
教

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
文
化
の
伝
承
を
図
り
な
が
ら
、

健
や
か
な
阿
武
町
っ
子
が
育
つ
こ
と
を
願
う
一
日
で
し
た
。 

 阿
武
町
木
与
出
身 

お
ち
あ
い
け
い
こ 

さ
ん
が
著
書
を
寄
贈
 

絵
本
紹
介 

東
海
道
（
其
の
一
〜
日
本
橋
か
ら
興
津
） 

　
お
ち
あ
い
け
い
こ
さ
ん
は
、阿
武
町
木
与
出
身
の
方
で
、

旧
姓
小
田
恵
子
さ
ん
で
す
。
本
書
第
１
巻
を
実
家
の
小
田

家
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
浮
世
絵
調
の
絵
本
で

親
子
で
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
第
２
巻
は
、
今
年
の
夏

ご
ろ
発
刊
の
予
定
で
す
。

図
書
コ
ー
ナ
ー
に
は
新
刊

図
書
も
入
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。
 

宇
田
郷
地
区
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

　
１２
月
１２
日
の
夜
７
時
か
ら
宇
田
ふ
れ

あ
い
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開

催
が
３
カ
月
早
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

６
チ
ー
ム
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、

既
存
チ
ー
ム
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
混

成
チ
ー
ム
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
は
、
遠
慮
が
ち
な
プ
レ
イ
も

最
後
に
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
と
れ
、
楽

し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

優
　
勝
　
ミ
ニ
ク
ラ
ブ 

準
優
勝
　
な
で
し
こ
Ｂ 

第
３
位
　
な
で
し
こ
Ａ 

宇
田
郷
婦
人
若
葉
・
ち
と
せ
学
級 

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室 

　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
が
、

若
葉
学
級
は
１２
月
４
日
の
夜
に
、
ち
と
せ

学
級
は
１２
月
１５
日
の
昼
に
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
じ
材
料
か

ら
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
と
な
り
、
初
め
て

の
参
加
者
は
、
楽
し
い
雰
囲
気
で
と
て
も

良
か
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。 

「
サ
ン
タ
さ
ん
・
プ
レ
持
っ
て
・ 

よ
っ
こ
ら
し
ょ
」
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

１２
月
１５
日
　
宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド（
２４
人
参
加
） 

【
フ
リ
ー
の
部
】
　
　
　
　
　
　
【
ゴ
ー
ル
ド
の
部
】 

優
　
勝
　
西
村
弘
義（
　
郷
　
）　
西
村
忠
久（
　
郷
　
） 

準
優
勝
　
金
崎
貴
春（
尾
無
畑
）　
嶋
戸
絹
江（
宇
田
浦
） 

第
３
位
　
金
崎
　
洋（
尾
無
畑
）　
白
石
益
雄（
　
郷
　
） 

【
レ
デ
ィ
の
部
】
優
　
勝
　
角
石
勝
枝
（
宇
田
浦
） 

　
　
　
　
　
　
　
準
優
勝
　
岩
本
房
枝
（
　
郷
　
） 

　
　
　
　
　
　
　
第
３
位
　
中
村
寿
子
（
尾
無
畑
） 

世
代
交
流
し
め
な
わ
飾
り
づ
く
り
開
催
 

　
福
賀
子
育
連
主
催
の
年
末
恒
例
行
事
、
世
代
交
流
し
め

な
わ
飾
り
づ
く
り
が
１２
月
２５
日
に
の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
小
１
か
ら
中
３
ま
で
の
子
ど
も
会
員
が
こ
と

ぶ
き
会
の
皆
さ
ん
の
指
導
で
、
正
月
用
の
し
め
飾
り
づ
く

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

　
初
め
て
参
加
し
た
小
学
生
は
な
か

な
か
思
う
よ
う
に
縄
を
な
う
こ
と
が

出
来
ず
、
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し
た

が
、
何
度
も
参
加
し
て
い
る
中
学
生

は
手
慣
れ
た
も
の
で
、「
自
分
た
ち

よ
り
も
上
手
に
作
っ
て
い
る
」
と
、

こ
と
ぶ
き
会
の
お
じ
い
さ
ん
か
ら
ほ

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
育
成

会
で
は
の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー
玄
関
前

に
立
派
な
門
松
を
作
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。 

福
賀
地
区
新
春
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

　
福
賀
地
区
新
春
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
、
１
月
１０
日
に
２１

チ
ー
ム
８４
人
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。 

【
団
体
の
部
】 

優
　
勝
　
福
賀
Ｂ
Ｇ
Ｂ 

準
優
勝
　
柏
木 

第
３
位
　
ブ
ル
ー
ス
カ
イ 

【
個
人
の
部
】 

（
男
性
）　
優
　
勝
　
梅
田
　
晃（
上
万
） 

　
　
　
　
準
優
勝
　
小
野
智
彦（
上
郷
） 

　
　
　
　
第
３
位
　
植
田
　
悟（
上
東
郷
） 

（
女
性
）　
優
　
勝
　
田
原
信
江（
新
生
） 

　
　
　
　
準
優
勝
　
植
田
明
子（
上
東
郷
） 

　
　
　
　
第
３
位
　
吉
村
ひ
と
み（
下
東
郷
） 
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　ふるさと納税（寄附金）とは、自分が育ったり、
関わりが深い地域を応援したいという気持を形に
するしくみで、ふるさと振興基金へ積み立て自然、
文化、地域のために活用させていただきます。１
月８日現在で、３件２万1000円の寄附がありま

した。※本人の了承を得たもののみ掲載しています。

【１万円】匿名（山口市在住）〔福賀出身〕
【１万円】匿名（阿武町宇田在住）
【1000円】藤崎トシ子さん（萩市在住）〔奈古出身〕

現在までの累計は、164万1000円です。

ふるさと納税（寄附金）ありがとうございます。

藤
井
　
龍
星
ち
ゃ
ん（
野
柳
） 

平
成
21
年
1
月
3
日
生
ま
れ 

（
パ
パ
）
秀
明
さ
ん
・（
マ
マ
）
優
子
さ
ん 

　
最
近
お
姉
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
遊

ぶ
の
が
楽
し
く
て
た
ま
ら
な
い
様

子
の
龍
星
。
で
も
、
お
姉
ち
ゃ
ん

の
遊
び
の
じ
ゃ
ま
を
し
て
怒
ら
れ

る
事
が
ほ
と
ん
ど
だ
け
ど
ね
。 

　
ち
ょ
っ
と
ず
つ
自
分
で
立
っ
ち

出
来
る
よ
う
に
も
な
っ
た
ね
。
お

姉
ち
ゃ
ん
に
負
け
な
い
よ
う
な
強

い
子
に
育
っ
て
ね
。 

り
ゅ
う
せ
い 

梅
田
　
凜
花
ち
ゃ
ん（
岡
田
橋
） 

平
成
21
年
1
月
22
日
生
ま
れ 

（
パ
パ
）
和
哉
さ
ん
・（
マ
マ
）
萌
子
さ
ん 

　
こ
ん
に
ち
は
、
凜
花
で
す 

　
名
前
の
と
お
り
花
の
よ
う
に
、

可
愛
ら
し
く
育
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。 

　
１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う

　
明
る
く
優
し
い
子
に
な
っ
て
ね
。 

り
ん
か 

網
屋
　
杏
香
ち
ゃ
ん（
釜
屋
） 

平
成
21
年
1
月
23
日
生
ま
れ 

（
パ
パ
）
宏
治
さ
ん
・（
マ
マ
）
佳
子
さ
ん 

　
こ
ん
に
ち
は
杏
香
で
す
。 

　
笑
顔
が
得
意
な
私
は
、
い
つ
も

ひ
ょ
う
き
ん
な
お
姉
ち
ゃ
ん
に
笑

わ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
早

く
お
姉
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
遊
べ
る

よ
う
に
、
毎
日
お
腹
い
っ
ぱ
い
パ

ク
パ
ク
ご
飯
を
食
べ
て
い
る
よ
。  

の
　
の
　
か 

池
田
稀
々
楓
ち
ゃ
ん（
大
里
） 

平
成
21
年
1
月
22
日
生
ま
れ 

（
パ
パ
）
倫
拓
さ
ん
・（
マ
マ
）
恵
美
子
さ
ん 

　
は
じ
め
ま
し
て
。
の
の
か
で
す
　

大
好
き
な
お
兄
ち
ゃ
ん
の
す
る
事

を
見
て
、
イ
タ
ズ
ラ
を
覚
え
マ
マ

を
困
ら
せ
て
い
ま
す
。
食
べ
る
こ

と
が
大
好
き
で
、
食
べ
物
を
見
る

と
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
近
づ
く
の
で

注
意
し
て
ね 

　
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て
ね 

き
ょ
う
か 

梅
地
　
海
悠
ち
ゃ
ん（
土
） 

平
成
21
年
1
月
25
日
生
ま
れ 

（
パ
パ
）
諭
史
さ
ん
・（
マ
マ
）
彩
さ
ん 

　
お
兄
ち
ゃ
ん
と
違
っ
て
、
い
つ

も
静
か
〜
に
イ
タ
ズ
ラ
し
て
い
る

海
悠
。
こ
れ
か
ら
２
人
が
協
力
し

て
ど
ん
な
イ
タ
ズ
ラ
を
し
て
く
れ

る
の
か
期
待
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
健
や
か

に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
家
族
み

ん
な
で
願
っ
て
い
る
よ 

水
津
　
心
ち
ゃ
ん（
水
ヶ
迫
） 

平
成
21
年
1
月
26
日
生
ま
れ 

（
パ
パ
）
智
章
さ
ん
・（
マ
マ
）
綾
さ
ん 

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
わ
た
し
は
４
人
兄
姉
の

４
番
目
の
「
心
ち
ゃ
ん
」
で
す
。

毎
日
„
に
ぎ
や
か
“
で
す
。
遊
び

相
手
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
退
屈

し
ま
せ
ー
ん
。 

　
こ
れ
か
ら
も
姉
兄
と
仲
良
く
ス

ク
ス
ク
育
っ
て
ね 

西
村
芽
稲
菜
ち
ゃ
ん（
中
村
） 

平
成
21
年
1
月
28
日
生
ま
れ 

（
パ
パ
）
耕
史
さ
ん
・（
マ
マ
）
奈
緒
子
さ
ん 

　
は
じ
め
ま
し
て
、め
い
な
で
す
。 

小
さ
め
に
生
ま
れ
た
私
だ
け
ど
、

泣
き
声
と
食
欲
は
人
一
倍 

　
こ
の
１
年
、
風
邪
も
ひ
か
ず
元

気
に
育
っ
た
よ
。
ほ
っ
ぺ
に
チ
ュ

ウ
さ
れ
る
の
も
大
好
き
　
少
し
恥

ず
か
し
が
り
屋
だ
け
ど
、
皆
さ
ん

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

りゅうせい 
ののか 

きょうか 
めいな 

ここ 

かいゆう 

りんか 

か
い
ゆ
う 

め
　
い
　
な 

こ
こ 

１
月
生
ま
れ
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１４組･２７８人が熱演 
　
今
回
で
１２
回
目
を
数
え
る
„
み
ん
な
の
あ
っ
た
か

コ
ン
サ
ー
ト
“「
あ
ぶ
町
民
音
楽
祭
」
が
１２
月
２０
日
、

町
民
セ
ン
タ
ー
・
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
参
加
し
た
の
は
、
町
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン

ド
や
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
、
児
童
・
生
徒
ら
１４
組
、

延
べ
２
７
８
人
で
、
ブ
ラ
ス
演
奏
、
ピ
ア
ノ
連
弾
、

和
太
鼓
、
合
唱
、
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
な
ど
が
披
露
さ

れ
た
ほ
か
、
新
た
に
阿
武
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
混
声
合
唱
団
や

奈
古
小
教
職
員
に
よ
る「
森
の
ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち
」

の
演
奏
も
加
わ
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
コ
ン
サ

ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
第
１
回
目
か

ら
恒
例
と
な
っ
て
い
る「
ふ
る
さ
と
」 

が
全
員
で
合
唱
さ
れ
ま
し
た
。 

福賀小学校３～６年生「和太鼓①福賀 
ふるさと夢太鼓・太鼓の響き高らかに」 
 

奈古小学校５・６年生「合唱・合奏 
①ビリーブ②ケチャ風お茶づけ～カ 
ントリーロード～もろびとこぞりて」 
 

福賀中学校「合唱①若い翼は 
②ＹＥＬＬ」 
 

森のゆかいな仲間たち「リコーダー 
演奏①ＣＭメドレー②少年時代」 

あぶハーモニー「女声合唱①いい 
日旅立ち②太陽がくれた季節」 

阿武中学校「混声合唱① 
旅立ちの日に②大地讃頌」 
 
 

萩高校合唱部「合唱①五段活用 
②青の時代」 
 
 

奈古高校吹奏楽部「吹奏楽①スト 
リート・パフォーマーズ・マーチ 
②銀河鉄道９９９」 
 

阿武中ＰＴＡ混声合唱団「混声合唱 
①未来へ②クリスマス・イブ」 

萩弦楽オーケストラ「弦楽合奏 
①アイネクライネナハトムジー 
ク②クリスマスメドレー」 

福賀小学校１～６年「合唱①君を 
のせて②ＳｅｅＹｏｕ」 
 
 

にこごりコーラス部「合唱①手紙 
～拝啓十五の君へ～②ハナミズキ」 
 
 

岡ピアノ教室ピアノ連弾クラブSP「①ホール・ニュー・ワールド②カントリー・ロード③ラプソディー・イン・ブルー」 
 

第12回あぶ町民音楽祭

忌中野木与志郎＆阿胡サクセション 
「バンド演奏①ＪＵＭＰ 
②雨上がりの夜空に」   
 

メイン司会の 
茂刈さん（左） 
と羽鳥さん 
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　給与所得者で次のいずれかに該当する人は、申
告をすれば税金が返ってくる場合があります。 

◆火災や風水害、盗難などの被害を受けた人。 
◆病気や出産などで、多額の医療費を支払った人。 
◆年末調整後に、子どもの誕生などで、扶養親族
　に異動があった人。 
◆勤めを年の途中でやめて、再就職していない人。 
◆国や地方公共団体などに寄付をした人。 
◆マイホームを住宅ローンなどで取得した人。 

　還付の申告は、１月から税務署で受け付けてい
ます。還付申告書には、源泉徴収、関係書類を添
付し、郵送などで早めに提出してください。 
　詳しくは、萩税務署または、役場住民課でお尋
ねください。 

税金が返ってくる！
還付申告受付け中

　
今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
に
な

り
ま
し
た
。
例
年
の
こ
と
で
す
が
、

昨
年
１
年
間
の
収
入
や
経
費
を
調

べ
直
す
た
め
に
、
帳
簿
類
を
取
り

そ
ろ
え
る
な
ど
、
何
か
と
忙
し
い

と
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
で
も
、
確
定
申
告
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
あ
な
た
の
昨
年
１
年

間
の
ま
と
め
を
し
て
み
る
こ
と

は
、
今
年
の
あ
な
た
の
事
業
に
と

っ
て
も
プ
ラ
ス
に
な
る
面
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
白
色
申
告
の
人

は
、
こ
の
際
思
い
切
っ
て
青
色
申

告
に
さ
れ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
３
月
１０
日
過
ぎ
に
な
り

ま
す
と
、
税
務
署
は
た
い
へ
ん
混

雑
し
ま
す
。
申
告
は
正
し
く
お
早

め
に
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
・
郵
送
な
ど

に
よ
り
お
願
い
し
ま
す
。 

　
申
告
書
の
書
き
方
な
ど
、
分
か

ら
な
い
点
は
、
税
務
署
や
役
場
住

民
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

   

　
次
の
よ
う
な
人
は
、
確
定
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

▼
事
業
を
営
ん
で
い
る
人
、
不
動

　
産
収
入
の
あ
る
人
、
土
地
や
建

　
物
を
売
っ
た
人
な
ど
で
、
平
成

　
２１
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額

　
が
、基
礎
控
除
、配
偶
者
控
除
、

　
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の

　
合
計
額
を
超
え
る
人
。 

▼
給
与
所
得
者
で
、
給
与
の
年
収

　
が
２
０
０
０
万
円
を
超
え
る
人
、

　
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

　
所
得
金
額
の
合
計
額
が
２０
万
円

　
を
超
え
る
人
。
２
カ
所
以
上
か

　
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
人
。 

▼
平
成
１９
年
分
の
課
税
売
上
高
が

　
１
０
０
０
万
円
を
超
え
て
い
る

　
人
は
消
費
税
の
申
告
が
必
要
で

　
す
。 

   

　
申
告
書
を
書
く
と
き
に
は
「
所

得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」
や

「
申
告
書
の
書
き
方
」
を
、
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
税
務
署
か
ら
申
告
用
紙
が
送
ら

れ
て
い
る
場
合
は
、
必
ず
そ
の
用

紙
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
送
ら
れ
て
い
な
い
場
合

に
は
、
税
務
署
か
役
場
住
民
課
に

申
告
用
紙
や「
申
告
書
の
書
き
方
」

な
ど
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

   

　
事
業
所
得
な
ど
「
事
業
（
農
業

含
む
）
所
得
や
不
動
産
所
得
、
山

林
所
得
」
が
生
じ
る
業
務
を
行
っ

て
い
る
場
合
は
、
平
成
２１
年
分
の

確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
と
き

に
、
そ
の
年
の
総
収
入
金
額
や
必

要
経
費
の
内
容
を
記
載
し
た
収
支

内
訳
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

    

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納

期
限
は
、
申
告
期
限
と
同
じ
３
月

１５
日
ま
で
で
す
。
期
限
内
に
納
税

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
振
替
納
税
を
利
用
す
る

人
は
、
現
金
を
払
い
込
む
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

  

　
所
得
税
の
納
税
の
方
法
に
、
振

替
納
税
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
銀

行
な
ど
の
預
金
口
座
か
ら
振
替
に 

申
告
は
ｅｰ

Ｔ
ａ
ｘ
・
郵
送
・
窓
口
で 

所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
付
は 

　
所
得
税
が
２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日 

　
消
費
税
が
３
月
31
日
ま
で 

確
定
申
告
を 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人 

「
申
告
書
の
書
き
方
」
を 

　
　
　
　
参
考
に
記
入 

白
色
申
告
者
も 

収
支
内
訳
書
の
添
付
を 

納
税
は
３
月
15
日
ま
で
に 

便
利
で
す
振
替
納
税 

確
定
申
告
を 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人 

「
申
告
書
の
書
き
方
」
を 

　
　
　
　
参
考
に
記
入 

白
色
申
告
者
も 

収
支
内
訳
書
の
添
付
を 

納
税
は
３
月
15
日
ま
で
に 

便
利
で
す
振
替
納
税 

昨
年e
-
T
a
x

を
利
用
し
て
確
定
申
告
さ
れ
た
方
に
は
、
申
告
に

当
た
っ
て
の
注
意
事
項
や
予
定
納
税
等
を
利
用
者
本
人
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
ボ
ッ
ク
ス
に
格
納
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

税のたより  

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
t
a
.
g
o
.
j
p
/
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町
・
県
民
税
の
申
告
を 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人 

国
保
や
後
期
高
齢
の
被
保 

険
者
で
所
得
の
少
な
い
人 

　
　
　
　
　
　
も
申
告
を 

 

農
耕
作
業
用
自
動
車
の 

　
廃
棄
手
続
き
に
つ
い
て 

町
・
県
民
税
の
申
告
を 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人 

国
保
や
後
期
高
齢
の
被
保 

険
者
で
所
得
の
少
な
い
人 

　
　
　
　
　
　
も
申
告
を 

 

農
耕
作
業
用
自
動
車
の 

　
廃
棄
手
続
き
に
つ
い
て 

税のたより  

※会　　場 
　福賀地区……のうそんセンター 営農研修室 
　奈古地区……役場１階小会議室 
　宇田郷地区…ふれあいセンター 保健指導室 
※時　　間 
　いずれも午前９時から午後４時まで。 

申告相談の日程
地
区 

福
　
　
賀 

奈
　
　
古 

宇
田
郷 

相談日（曜日） 

２月16日（火） 
２月17日（水） 
２月18日（木） 
２月19日（金） 
２月22日（月） 
２月23日（火） 
２月24日（水） 
２月25日（木） 
２月26日（金） 
３月１日（月） 
３月２日（火） 
３月３日（水） 
３月４日（木） 
３月５日（金） 
３月８日（月） 
３月９日（火） 
３月10日（水） 

対 象 地 区  

久瀬原､上東郷、下東郷､新田 
伊当､野沢､中村 
森見藤､宇田地､金社 
飯谷､栃原､新生 
伊豆､三和､上万 
黒川､上笹尾､下笹尾 
河内､野柳､美里、美咲 
上郷､下郷 
寺東､西の1～3 
木与､水ヶ迫 
宇久、市 
東方、岡田橋､土､筒尾 
浜の1～4､釜屋、大里 
宇田浦､尾無畑 
田部､井部田､郷 
つづら､平原 
惣郷 

萩 税 務 署　☎０８３８-２２-０９００ 
役場住民課　☎２-０５００ 

ご相談はお気軽に 

よ
っ
て
納
税
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
納
税
の
た
め
の
手
数
が

少
な
く
て
済
み
、
う
っ
か
り
納
期

限
を
忘
れ
て
、
滞
納
し
て
し
ま
う

こ
と
も
な
く
な
り
、
た
い
へ
ん
便

利
で
す
。
振
替
納
税
の
ご
利
用
を

お
勧
め
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
新
た
に
振
替
納
税
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
預
金
先
の
金

融
機
関
、
役
場
住
民
課
、
商
工

会
、
税
務
署
に
「
預
金
口
座
振
替

依
頼
書
」
が
置
い
て
あ
り
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
消
費
税
に
つ
い
て
は
所

得
税
と
は
別
に
口
座
振
替
の
依
頼

が
必
要
で
す
の
で
希
望
さ
れ
る
場

合
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
例
年
の
通
り
、
今
年
も
税
の
申

告
相
談
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。 

　
申
告
期
間
は
、
町
・
県
民
税
、

国
民
健
康
保
険
税
等
、
２
月
１６
日

か
ら
３
月
１５
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
阿
武
町
で
は
、
２
月
１６
日（
火
）

か
ら
３
月
１０
日（
水
）ま
で
の
１７
日

間
、
町
内
３
会
場
で
申
告
相
談
を

行
い
ま
す
。
申
告
相
談
の
日
程
は

左
表
の
通
り
で
す
。
で
き
る
だ
け

決
め
ら
れ
た
日
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。 

　
ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告
に

つ
い
て
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

　
所
得
税
、
町
・
県
民
税
、
国
民

健
康
保
険
税
等
平
成
２１
年
中
に

得
た
収
入
金
、
支
払
っ
た
必
要
経

費
な
ど
に
基
づ
き
、
所
得
や
税
の

計
算
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
関
係
諸
帳
簿
、
領
収
書
、
証

明
な
ど
の
必
要
な
も
の
は
、
今
の

う
ち
か
ら
準
備
を
し
、
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。 

   

　
今
年
１
月
１
日
現
在
で
、
阿
武

町
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
２１
年
中

に
所
得
が
あ
っ
た
人
。 

　
た
だ
し
、
給
与
所
得
者
で
給
与

以
外
の
所
得
の
な
い
人
や
、
所
得

税
の
確
定
申
告
を
し
た
人
は
、
別

に
町
・
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

   

　
も
し
も
、
申
告
が
な
い
と
、
所

得
が
分
か
ら
な
い
た
め
に
国
保
や

後
期
高
齢
の
軽
減
額
の
計
算
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、

均
等
割
額
や
世
帯
割
額
の
軽
減
が

で
き
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
必
ず
申
告
し
ま
し
ょ
う
。 

   

　
今
回
の
申
告
時
に
、
農
耕
作
業

用
自
動
車
の
廃
車
の
あ
る
方
は
、

廃
車
手
続
き
を
し
ま
す
の
で
、
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。 

町
・
県
民
税
の
申
告
相
談 

　
　
　
2
月
１６
日
か
ら
3
会
場
で 

申告相談に持参するもの 
　申告相談は、必要な書類などは今のうちから
準備され、次のものを忘れずに持参してくださ
い。 
◎印鑑 
◎社会保険料（国民年金、国民健康保険、後期
　高齢者医療保険、介護保険）控除の領収書や
　納付証明書。 
◎生命保険料、個人年金保険料、地震保険料、
　医療費、雑損等の領収書や証明書。 
◎給与、報酬、手当等の給与所得や退職所得、
　公的年金等の源泉徴収票や支払証明書。 
◎平成21年中の収入金や必要経費のわかる帳
　簿類、支払に関する領収書類、事業用機械器
　具の取得関係書類等。 
◎所得税、消費税の申告書が税務署から届いた
　人はその書類。 
◎口座を利用して納付される場合、還付を受け
　られる場合は通帳または金融機関や口座番号
　がわかるもの（ただし本人名義に限ります。） 
◎住宅借入金等特別控除を受けられる場合は関
　係書類。 
◎その他必要なもの。 
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　中国税理士会萩支部では、所得税確定申告書
の作成などの無料相談を、各会員税理士の事務
所において、次のとおり行います。 
　無料相談を希望される方は、お気軽にお住ま
いの近くの税理士事務所にご連絡ください。 
 
★相談期間　平成22年2月1日（月）～2月26
　日（金）　午前9時～午後4時 
★相談内容　次の要件に該当する方の確定申告
　に関する相談及び確定申告書の作成等 
　（1）年金収入だけの方 
　（2）給与所得者の方で医療費控除を受けら
　　　れる方 
　（3）会社を中途退職された方 
※電子申告(e-Tax)に関する相談もお受けしま
す。 
★費　　用　無料。ただし、上記以外の相談等
　については、有料となります。 
★事前予約　無料相談を希望される税理士事務
　所に、まずお電話を入れていただき、相談日
　時等の予約をお願いします。　 

　税理士又は税理士法人でない者が
納税者の依頼により、税務代理・税
務書類の作成・税務相談を行うこと

は 法律 で 禁止 されています。 

★無料相談を実施する税理士事務所 

萩市大字土原486-3 
大久保ビル3階 
萩市大字椿東2400 
萩市大字細工町21 

萩市大字東田町40-1
 

 
萩市大字土原475-5 
富士ビル2階 
萩市大字土原3 
萩市大字江向458-1 
萩市大字土原336-1

0838-21-2666
 

 
0838-26-2867 
0838-25-3981 

0838-25-5500 
 

0838-25-5814 
 
0838-22-6711 
0838-24-4668 
0838-25-5747

税理士 
事務所での 確定申告無料相談のお知らせ 

氏　　名 税理士事務所所在地 電話番号 

不明な点などありましたら、役場住民課（☎2－0500）までお問い合わせください。 

大久保裕元 
 
尾　　孝治 
清須　　勇 
藤　敬之助 
廣畑　利章 

野村　靖司 
 
平川　唯男 
藤田　佳久 
村木　　茂 

「にせ税理士」
にご注意を!!

この無料相談は、税理士の公共的使命に基づく 
社会貢献事業の一環として、実施するものです。 中国税理士会萩支部・萩税務署・萩市・阿武町 

！ 

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
や

け
が
で
重
い
障
害
が
残
っ
た
と
き
な
ど
に
も
年
金
を
支
給
し
、

思
い
が
け
な
い
人
生
の
「
万
が
一
」
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
的
年

金
制
度
で
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
運
営
し
ま
す
。
 

○
義
務
と
権
利
　
日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
２０
歳
か
ら
６０
歳
ま

　
で
の
す
べ
て
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納

　
付
す
る
義
務
が
あ
り
、年
金
を
受
け
取
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
 

○
加
入
の
手
続
き
 

　
　
学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
第
１
号
被
保
険
者
と
な
る
方
は
、

　
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
で
直
接
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第
２
号
被
保
険
者
の
方
や
、

　
そ
の
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配
偶
者
の
第
３
号
被

　
保
険
者
の
方
は
、
勤
務
先
の
事
業
所
が
加
入
手
続
き
を
行
い

　
ま
す
の
で
、
個
別
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
 

○
保
険
料
の
猶
予
・
免
除
 

　
　
学
生
で
あ
る
な
ど
、
収
入
が
少
な
い
た
め
に
国
民
年
金
保

　
険
料
の
納
付
が
猶
予
・
免
除
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

　
　
こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、
国
民
年
金
保
険
料
が
未
納

　
と
な
っ
て
い
る
と
、「
万
が
一
」
の
と
き
に
障
害
者
年
金
が
受

　
け
取
れ
な
い
な
ど
の
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
の
で
ご
注
意

　
く
だ
さ
い
。
 

　
　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
、
所
得
が
な
い
学
生
の
方
ご

　
本
人
の
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で

　
す
。
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
や
、
不

　
慮
の
事
故
等
に
よ
り
障
害
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
障

　
害
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
を
防
止
す
る

　
た
め
の
制
度
で
す
。
 

　
　
そ
の
ほ
か
に
、
経
済
的
な
理
由
等
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

　
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年

　
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
日
本
年
金
機
構
萩
年
金
事
務
所
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
８
３
８
ー
２４
ー
２
１
５
６
 

　
阿
武
町
役
場
住
民
課
　
☎
２
ー
０
５
０
０
 

　
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http:/w

w
.nenkin.g

o.jp/
新
成
人
の
皆
さ
ん
 

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
 

年金の 
たより 
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元気島通信元気島通信元気島通信 ☆発進！スマイル（笑顔）＆ 
　　　　トーク（声かけ）☆ 

お腹の中で、お母さんが子どもへプレゼントし
た『病気に抵抗する力』は、成長とともにほとん
ど自然になくなっていきます。そのため、子ども
自身でその『力』をつくる必要があります。それ
を助けるのが…予防接種です! 
とくに麻しんは感染力が強い反面、予防接種が
効果的な感染症です。以下の対象の方 
は早めに受けるようにしましょう！ 
【ＭＲ（麻しん・風しん）】 
〈対象者〉１期：生後12か月～生後24か月未満児
　　　　２期：小学校入学前の１年間にある児童 
　　　　３期：中学１年生に相当する年齢の者 
　　　　４期：高校３年生に相当する年齢の者 
〈接種期間〉平成２２年３月末まで　※以後は有料。 
事前に医療機関に予約され、受けてください。 
この機会に、母子健康手帳の予防接種欄を確認

され、未接種の方は予防接種を受けてくださいね。
　ご不明な点や確認したい点があれば、 
役場民生課　☎2－3113まで 
 

阿武町で2009年3月から始まったフラ教室“フイ・オ・マナカ・アロハ☆あぶ教室☆”をご紹介 
します。2009年踊り納めとして行われた発表会。明るいハワイの曲に合わせてフラ（踊り）を 
お互いに披露しました。先生からプレゼントされたレイ（花の首飾り）をつけてドキドキの発表会。
緊張な顔と時々聞こえる笑い声、終わった後のホッとした笑顔、そして先生方の踊り（フラ）にうっ
とり･･･楽しい時間はあっという間でした。 
ほとんどの人が初挑戦。年齢も住んでいるところもいろいろ。美しい先生方に優しくご指導いただ
き月2回楽しく活動しています。みなさんへご披露は4月開催の「あぶ芸能祭」の予定です。 
癒しの美しいフラをぜひお楽しみに！そしてフラの魅力を一緒に体験したい方はぜひご参加ください！！ 

★癒されて楽しく美しく･･･フラ教室の活動を紹介します★ 

予防接種を受けましょう！ 
原田保健師 

寒い季節、体を動かしたり、外に出たりするの
がおっくうになりがちです。自治会、サロン、各
種団体などでの集まりで、体を動かしてみません
か。運動の専門講師を派遣します。（講師料は町
負担）心も体も温かくなりますよ！ 
　 
 
 
 
 
 
 
※　１団体１回に限ります。（先着順） 
※　会場の準備、参加者への声かけ等は各団体
　　　で行ってください。 
みなさんの健康づくりにお役立てください！ 

自治会、仲間同士などで 
　　　　　活用できる！ 

18歳までの子どもさんが 
いらっしゃる保護者の方へ 
 『運動出前講座』 

　　利用者募集中!!

斉藤（三） 
保健師 

斉藤（千）保健師 

おすすめの内容 
ウォーキング 
ストレッチ 

お腹引き締め体操 

講　　　師 

太陽フィットネスクラブ 
インストラクター 

フォークダンスや3Ｂ体操、フラダンス等の 
講師派遣もできますので、ご相談ください。 

★原則毎月第2・4土曜日　午後7時～8時30分 
★阿武町町民センター 
★毎月2,000円程度　※1月は16日、23日です。 
問い合わせ先　阿武町民生課　☎2－3113 
 

随時参加者募集中！初めての方の参加も大歓迎です。 

1回目は無料体験できるのでお気軽にどうぞ!!

女らしく
なった♪

やせないけど
楽しい！

若返るね！

ずっとやりたかった♪
楽しい！
やっぱり人生目標を
もたんとね！

なかなか覚えられんけ
ど、足も手も動かして、
頭を使うからボケ防止
になるよ！
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ヘルスメイト通信ヘルスメイト通信
　今回は、昨年12月22日㈫に行われた『平成21年度冬季

ふれあいキッチン献立検討会』について、岩本房枝（郷）、

堀幸子（尾無畑）がご紹介します。

ヘルスメイト自身が活動を紹介します！ 

No.9 
～全体編～ 

　今回のテーマは「いつもの食材でひと工夫！お

いしく食べて免疫力アップ～楽しい食事会で心も

体も元気に～」で、鮭と貝割れのちらし寿司、お

ろしかぶと厚揚げのみそ汁、長芋バーグのしょう

ゆあんかけ、人参と桃のヨーグルト寒天の４品を

作ります。

　全体の検討会が終わると地区ごとの検討会が行われます。推進員みんなが納得する、ふれあいキ
ッチンになるよう検討を重ねます。推進活動の歴史は古く、活動の幅は広がってきましたが、自治
会ごとに行い、多くの方が参加されるふれあいキッチンは活動の基本です。保健師さんや栄養士さ
んの健康チェックや健康に関する出前講座と合わせて行い、これからも地域のみなさんの健康づく
りのお手伝いができればと思っています。
　みなさん、ぜひこの冬に各自治会で行われるふれあいキッチンにご参加くださいね。

　現在、食生活改善推進協議会の活動として、年に２

回夏季と冬季に各自治会ごとに「ふれあいキッチン」

を行っています。ふれあいキッチンには子どもから高

齢者、男女問わず、地域のみなさんが参加され、料理

を作りながら交流の場として、またいろいろな情報交

換の場として利用していただきたいと思っています。

　このふれあいキッチンを、どのような楽しい交流の

場にしていくかというテーマで考え、ふれあいキッチ

ンで作るおすすめ料理を検討していくのが、各地区の

担当推進員２人ずつの合計６人です。この６人が“献

立検討会”に参加して、その時のふれあいキッチンの

内容を企画していきます。

　みんなで手分け

をして、第１回目

の検討会で考えた

料理を作ります。

切り方や調理の手

順などを確認しな

がら、おいしくて

簡単に作れて、み

なさんに喜ばれる

メニューを検討し

ていきます。



3/21 
開場/PM5:30 
開演/PM6:00 

〈料金〉 
一　　般：4,000円 
60歳以上歳以上：3,000円 
小･中･高：2,000円 
（当日券各500円増） 
 

女
と
男
の
一
行
詩 

エ
プ
ロ
ン
の
似
合
う
夫
を
見
つ
め
る
日
　
惚
れ
直
し
た
か
　
妻
赤
ら
顔 

ひ
と 

ひ
と 
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図
書
館
の
新
刊
の
お
し
ら
せ
 

●中央公民館 
・今日の風 なに色◆辻井いつ子◆アスコム 
・のぶカンタービレ◆辻井いつ子◆アスコム 
・本気で叱れば人は目覚める◆石原伸司◆アートヴィレッジ 
・みちのく忠臣蔵◆梶よう子◆文芸春秋 
・海辺のカフカ　上・下◆村上春樹◆新潮社 
・宇宙への秘密の鍵◆ホーキング◆岩崎書店 
・八朔の雪◆高田郁◆角川春樹事務所 
・天然  板東英二のゆでたまご伝説◆板東英二◆ワニブックス 
・青嵐の譜◆天野純希◆集英社 
・かみつく二人◆浴幸喜 他◆幻冬舎 
・レジ待ちの行列 進むのが早いのはどちらか◆内藤諠人◆幻冬舎 
・傷なめクラブ◆光浦靖子◆幻冬舎 
・贖罪◆湊かなえ◆東京創元社 
・美しい朝◆さだまさし◆ダイヤモンドオンライン 
・６歳までにしておきたい親子体験◆金子保◆メタモル出版 
・泣きすぎてはいけない◆内田鱗太郎◆岩崎書店 
・ラロックの聖母◆茂木進一郎◆幻冬舎 
・マリちゃん◆三田完◆幻冬舎 
・るり姉◆椰月美智子◆双葉社 
・発見まんが図鑑  ダーウインが来た◆講談社 
・自然のしくみ地球の力◆かこさとし◆農山漁村文化協会 
 
 

●宇田郷公民館 
・体温を上げると健康になる◆齋藤真嗣 
・スイッチ・オンの生き方◆村上和雄 
・無理しないほうがうまくいく！ナチュラル◆弓ちひろ 
・まほろ駅前番外地◆三浦しをん 
・フルタの方程式◆古田敦也 
・貧乏のススメ◆齋藤孝 
・親不孝のすすめ◆三木祐一 
・医者の言い分◆野田一成 
・歴史ポケット人物新聞回天ふたたび坂本龍馬◆及川拓哉 
・韓国おつまみ◆八田靖史 
・本格折り紙◆前川淳 
・初めての新聞ちぎり絵◆新聞ちぎり絵小組　　 
・１００年に一度のチャンス◆澤田秀雄 
・罪深き海辺◆大沢在昌 
・これならできる獣害対策◆井上雅央 
・子どもにウケるたのしい雑学◆坪内忠太 
・成功する男はみな、「女子力」を使う◆角川いつか 
●福賀公民館 
・インドこころの旅◆中村元◆日本放送出版協会 
・寛容力 怒らない選手は伸びる◆渡辺久信◆講談社 
・運命の人 一～四◆山崎豊子◆文藝春秋 
・楊令伝 八～十◆北方謙三◆集英社 
 

・１Ｑ８４  Book1・2◆村上春樹◆新潮社 
・読み聞かせイソップ５０話◆チャイルド本社   
・落語絵本◆川端誠◆クレヨンハウス 
・萩・長門今昔写真帖◆樹下明紀◆郷土出版社 
・まんがで読破日本文学◆イースト・プレス 
・かあちゃん◆重松清◆講談社 
・アントキノイノチ◆さだまさし◆幻冬舎 
・特選三丁目の夕日１２ヶ月  １月～１２月◆西岸良平◆小学館 
・新版劔岳〈点の記〉◆原作新田次郎、山本甲士◆文藝春秋 
・鷺と雪◆北村馨◆文藝春秋 
・龍神の雨◆道尾秀介◆新潮社 
・史記 武帝紀  一・二◆北方謙三◆角川書店 
・三国志  一～八◆宮城谷昌光◆文藝春秋 
・凍土の密約◆今野敏◆文藝春秋 
・終の住処◆磯崎憲一郎◆新潮社　 
・てのひらのメモ◆夏樹静子◆文藝春秋 
・最も遠い銀河  上・下◆白川道◆幻冬舎 
・昭和二十年夏、僕は兵士だった◆梯久美子◆角川書店 
・新参者◆東野圭吾◆講談社   
・デパートへ行こう◆真保祐一◆講談社 
・経営の見える化◆片山昇◆文藝春秋 
・あと５年で中国が世界を制覇する◆副島隆彦◆講談社 
・同和と銀行◆森功◆講談社 

阿武町に在住・勤務、阿武町ファンの若者集まれ！！ 
気軽に声をかけ合え、集まれる仲間をつくってみま
せんか？今回は、みんなで雪山へGO！！ 
■日時　2月6日（土）午前5時 阿武町役場出発 
■場所　大佐スキー場（広島県） 
■内容　みんなでスキー・スノボを楽しみましょう。
　　　　楽しいゲームも企画中☆ 
■会費　5,000円（交通費、リフト券代） 
■定員　20人（先着順） 
■申し込み・問い合わせ先 
　　　　役場総務課企画広報係　☎2－3111

　プロのピアニストとピアノについて語り合 
いませんか。 
■日　時　2月19日（金）15：30～17：00 
■場　所　阿武町町民センター文化ホール 
■対象者　町内の中学生、高校生（定員は20人程
　　　　　度です。定員になり次第締め切ります。） 
■申し込み　2月5日（金）までに、教育委員会（☎
　　　　　　2－0501）へ申し込んでください。 

■開催期間　1月21日（木）～2月1日（月） 
■場　　所　阿武町町民センター 
　国体県民ポスターコンテスト入選作品巡回展を開
催します。県内各種学校から応募された作品の中か
ら、優秀な作品34点を展示します。 
　展示作品の中には、優秀賞・佳作を受賞した阿武
中学校の生徒2人の作品も含まれています。 
　どうぞ、この機会に巡回展（町民センター）へお
越しください。 

ピアノ・ワークショップ

ＳＡＮＹ－ＡＢＵ
（若者お気軽交流会）

スキー・スノー
ボードの集い国体県民ポスター

入選作品を展示

岡
林 

信
康 

御
歌
囃
子
伝 

  

お
か
ば
や
し
も
の
が
た
り 

第
１５
回  

魂
の
鼓
動
・ 

感
動
・
躍
動
ラ
イ
ヴ 

3/21(日) 
開場/PM5:30 
開演/PM6:00 

◆場所／阿武町町民センター◆主催／舫ネットワーク◆後援／阿武町・
阿武町教育委員会◆問い合わせ先／阿武町教育委員会☎２－０５０１ 

〈料金〉 
一　　般：4,000円 
60歳以上：3,000円 
小･中･高：2,000円 
（当日券各500円増） 
 

図
書
コ
ー
ナ
ー
 

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

デュエットゥ　ピアノデュオ



 
     

　
こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
で
働
い

て
い
る
未
組
織
の
勤
労
者
の
福
祉
向

上
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
死
亡
・

障
害
・
入
院
・
住
宅
災
害
な
ど
不
測

の
事
態
に
対
し
て
セ
ッ
ト
で
保
障
し
、

さ
ら
に
結
婚
、
出
産
、
銀
婚
、
小
・

中
・
高
校
入
学
祝
い
も
給
付
し
ま
す
。 

▼
１
カ
月
の
掛
け
金
（
１
人
分
） 

１
型
４
５
０
円
・
２
型
９
０
０
円

・
３
型
１
５
０
０
円
・
４
型
２
０

０
０
円
・
高
齢
者
型
４
５
０
円
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
型
５
０
０
円 

※
事
業
者
が
従
業
員
の
た
め
に
共

済
掛
金
を
負
担
さ
れ
た
場
合
は
、

損
金
ま
た
は
必
要
経
費
と
し
て
算

入
で
き
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先 

　
役
場
経
済
課
　
☎
２
―
３
１
１
４ 
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休日当番医

お し ら せ 

１月２４日（日） 

１月３１日（日） 

２月７日（日） 

２月１１日（木） 

２月１４日（日） 

緊急の場合は１１９番 

女
と
男
の
一
行
詩 

よ
く
回
る
車
の
両
輪
の
よ
う
で
あ
り
た
い
女
（
ひ
と
）
と
男
（
ひ
と
） 

ひ
と 

ひ
と 

お
知
ら
せ

働
く
人
の
ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済
 

中
小
企
業
勤
労
者
の
共
済
制
度
 

春
作
業（
耕
起
・
代
か
き
・
 

田
植
え
）請
け
負
い
ま
す
 

まちの笑顔 
(^o^)

消防出初め式分列行進 
町内から応援の声がか 
かります。 

   

　
阿
武
町
農
業
公
社
で
は
農
作
業
の

委
託
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。 

▼
作
業
内
容
　
春
作
業
（
耕
起
・
代

　
か
き
・
田
植
え
） 

▼
申
し
込
み
先
　
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど

　
萩
各
支
所
及
び
宇
田
郷
ふ
れ
あ
い

　
店
、
役
場
経
済
課
及
び
各
支
所 

▼
申
し
込
み
期
限
　
２
月
２８
日
ま
で 

▼
問
い
合
わ
せ
先 

　
阿
武
町
農
業
公
社
事
務
局 

　
役
場
経
済
課
内 

　
☎
２
―
３
１
１
４ 

         

　
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子

証
明
書
の
有
効
期
間
は
、
発
行
か
ら

３
年
間
で
す
。 

※
住
基
カ
ー
ド
に
表
示
さ
れ
て
い
る

有
効
期
限
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。 

　
失
効
し
た
場
合
に
は
、
国
税
の
電

子
申
告
な
ど
の
電
子
申
請
・
届
出
に

使
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

有
効
期
間
満
了
が
迫
り
、
更
新
を
希

望
す
る
方
は
、
役
場
住
民
課
窓
口
で

手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先 

　
役
場
住
民
課
　
☎
２
―
０
５
０
０ 

   

▼
日
時
　
２
月
６
日
（
土
） 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

▼
相
談
受
付
電
話
番
号 

　
☎
０
１
２
０
―
０
０
３
―
８
２
１ 

▼
内
容
　
消
費
者
金
融
・
信
販
会
社

　
・
銀
行
等
へ
の
返
済
で
お
困
り
の

　
方
々
に
、
債
務
整
理
手
続
や
近
傍

　
司
法
書
士
事
務
所
の
紹
介
な
ど
、

　
問
題
解
決
に
向
け
て
ア
ド
バ
イ
ス

　
い
た
し
ま
す
。 

　
　
尚
、
本
相
談
会
の
内
容
や
企
画

　
趣
旨
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

　
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先 

　
山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会 

　
相
談
会
担
当
　
山
口
県
美
祢
市
大

　
嶺
町
東
分
３
１
５
番
地
３ 

　
司
法
書
士
　
末
冨
洋
一 

　
☎
０
８
３
７
―
５２
―
２
２
０
５ 

　m
ail : suedom

i-legaloffice@
 

　
　
　
　
　
　
　
　lake.ocn.ne.jp 

 

司
法
書
士
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ
金
 

無
料
電
話
相
談
会
を
開
催
 

 

2010年世界農林業センサスにご協力ください 
　平成22年2月1日現在で、全国一斉に“農林業の国勢調査”といわ
れる「2010年世界農林業センサス」が実施されます。 
　この調査は、今後の農林業の政策に役立てるために5年ごとに実
施される極めて大切な調査です。 
　１月中旬から農林業を営んでいる皆様のところに調査 
員が訪問して、調査票に農林業の経営状況などの記入を 
お願いしますので、ご協力をお願いします。 
●問い合わせ先　役場総務課☎2ー3111 

電
子
証
明
書
の
 

有
効
期
限
に
ご
注
意
!!
 



宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】 
乳幼児健診（福賀）13:30【福賀診療所】 
奈古寿齢大学１月講座　9:30【町民センター】 
奈古婦人会理事・支部長集会　19:30【町民センター】 
誕生会【みどり保育園本園】 
平成22年阿武町新春懇話会　15:00【町民センター】 
ひよこクラブ　9:30【みどり保育園本園】 
交通安全指導／避難訓練【みどり保育園本園及び分園】 
福賀子ども会スキー教室　6:00【大佐スキー場】 
奈古バレンタインクッキング料理教室　8:30【町民センター】 
健康相談（奈古）9:30【母子健康センター】 
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】 
食育推進委員会　15:00～【役場第1会議室】 
健康相談（福賀）9:00【のうそんセンター】 
健康相談（宇田郷）9:30【ふれあいセンター】 
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】 
福賀ストレッチ楽集会　10:00【のうそんセンター】 
デイケア『青空会』9:30【町民センター】 
太極拳教室　14:00【町民センター】 
糖尿病教室「さくら会」9:00【町民センター】 
福賀月例ボウリング大会　19:30【萩ユーズボウル】 
阿武町栄光文化賞・阿武町っ子栄光賞授与式　9:30【町民センター】 
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】 
公共ホール音楽活性化支援事業（～２０日）【町民センター他】 
阿武町選挙管理委員会　9:00【阿武町役場会議室】 
乳幼児健診（奈古・宇田郷）13:00【母子健康センター】 
デュエットゥ　ピアノデュオリサイタル　14:00【町民センター】 
福賀月例グラウンドゴルフ大会　14:00【福賀小グラウンド】 
普通救命講習（消防団AED講習）10:00【町民センター】 
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阿武町の人口と世帯数 （１２月末） 

（　）内数字は対前月比 

区　分 

奈　古 

福　賀 

宇田郷 

合　計 

人　口 

2,490（－ 7） 

　744（－ 2） 

　717（－ 2） 

3,951（－11） 

 

世帯数 

　969（－ 1） 

　323（ 0 ） 

　323（ 0 ） 

1,615（－ 1） 

 

町の異動 

転入　 4 

転出　 6 

出生　 0 

死亡　 9

１２月の交通事故 

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損 
事故 

139 
（143） 
6 
（4） 

23 
（20） 
0 
（0） 

2 
（1） 
1 
（1） 

1 
（1） 

21 
（19） 

負傷者 死者 

人　身　事　故 

件数 
萩警察署管内で 
起こった事故 
うち阿武町内で 
起こった事故 

女
と
男
の
一
行
詩 

「
あ
り
が
と
う
」
言
え
た
ア
ナ
タ
は
　
イ
ケ
メ
ン
よ 

ひ
と 

ひ
と 

［材料４人分　24個］
大根葉240g、豚ひき肉200g、長ねぎ20g、
干ししいたけ4g、餃子の皮１袋（24枚）

【A】ニンニク（すりおろす）10g、しょうが
（すりおろす）10g、塩小さじ1/2、コショ
ウ少々、しょうゆ大さじ1/2、酒大さじ2、
ごま油大さじ1、みそ大さじ1/2、サラダ
油大さじ1
【B】酢、しょうゆ、ラー油適量
［作り方］
①大根の葉はゆでてから、みじん切りに

し、水気を絞る。
②長ねぎと水にもどした干ししいたけを

みじん切りにする。
③ボールにひき肉と①②を加え【A】を

入れてよく混ぜる。
④餃子の皮に③をのせ、合わせ目に水を

少量つけ２つに折りひだを寄せて包む。
⑤フライパンをよく熱し、油を入れて④

を並べ、底がきつね色になるまで焼い
たら、湯大さじ１程度を入れてふたを
して中火で３～４分蒸し焼きにする。

⑥ふたをとり、水分を蒸発させて焼き上
げる。

⑦器に盛り【B】をお好みで合わせて添える。

大根葉餃子
骨を強くする大根葉
料理でビタミンＫカ
ルシウムがいっぱい

わ
たし
の食改料理若

い
方にもおすすめ簡単夕食メニュ

ー

東方

清水八重子さん

月 日 曜 行　　　事　　　予　　　定 
１／２１～２／２１ 

1
月
 
21 
 
22 
 
25  
28 
29 
30 
31 
1 

3
 
 
 

4 
  

9
 
 
10 
12 
13 
17 
18 

19 
 
20  
21 
 

木 
 
金 
 
月  
木 
金 
土 
日 
月 

水
 
 
 

木
 
 
 

火
 
 
水 
金 
土 
水 
木 

金 
 
土  
日 

2
月
 

　
阿
武
町
で
は
、
例
年
町
外
に
住
ん
で

お
ら
れ
る
阿
武
町
出
身
者
を
対
象
に
、

「
広
報
あ
ぶ
」
の
愛
読
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
２
７
２
人
の
方
に
ご

愛
読
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
２２
年
度
（
４
月
号
〜
来
年
３
月

号
）
の
広
報
紙
の
発
送
を
、
町
外
に
住

む
家
族
や
親
族
、
友
人
等
へ
希
望
さ
れ

る
方
は
、
３
月
末
ま
で
に
役
場
総
務
課

ま
た
は
各
支
所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
購
読
料
は
前
納
制
で
年
間

１
４
０
０
円（
送
料
込
み
）。
配
布
は
毎

月
２０
日
ご
ろ
で
、
計
１２
回
の
発
送
と
な

り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
カ
レ 

ン
ダ
ー
代
を
含
み
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課 

（
☎
２
―
３
１
１
１
）ま
で
。 

広報あぶの愛読者募集中

●問い合わせ先 
　ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

町内の求人情報  １月１２日現在 

求人数 年齢 賃　　金 業　　種 

（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。） 

会　社　名 
１人 
２人 
２人 
１人 
１人 
１人 

不問 
不問 
不問 
不問 
59歳以下 
64歳以下 

時給937円 
143,000～152,000円 
 時給875円 
140,000円     
124,200～138,000円 
時給937円 

訪問看護業務員 
介護職員 
保育士 
看護師 
縫製オペレーター 
訪問看護業務員 
 

山口県看護協会訪問看護ステーションあぶ 
社会福祉法人 阿武福祉会 

阿武町役場 
社会福祉法人 阿武福祉会 
㈱ブルーウェイアパレル福賀工場 
山口県看護協会訪問看護ステーションあぶ 

1月分 

パ 

パ 

正外 

パ 

正外 

正 

パ 

正 正外 正社員 正社員以外 パート 



俳
　
句

先
生
も
僧
侶
も
走
る
師
走
か
な 

寄
せ
鍋
や
ま
ず
は
一
言
鍋
奉
行 

わ
が
命
う
か
う
か
と
生
き
除
夜
の
鐘 

脚
ぬ
ら
し
し
ば
し
小
春
の
茜
凪 

煮
凍
り
て
尚
お
い
し
か
り
鯛
の
味 

年
忘
れ
つ
も
る
話
や
玉
子
酒 

ふ
り
返
る
時
を
楽
し
む
賀
状
か
な 

夕
闇
に
灯
ら
ぬ
家
の
冬
の
貌 

年
木
樵
る
男
の
背
中
寄
せ
つ
け
ず 

大
晦
日
粋
な
漁
師
の
魚
買
う 

独
り
居
に
す
る
事
あ
ま
た
年
の
暮 

除
夜
の
鐘
聞
き
幸
せ
の
眠
り
か
な 

父
母
の
国
先
づ
届
け
た
い
年
賀
状 

冬
落
暉
奉
安
殿
と
い
う
記
憶 

幸
せ
は
己
が
こ
こ
ろ
よ
除
夜
の
鐘 

多
事
多
難
生
き
た
あ
か
し
に
賀
状
書
く 

冬
茜
伊
良
野
の
す
そ
の
広
き
こ
と 

雪
の
華
舞
う
北
浦
の
端
に
住
む 

雪
こ
ん
こ
ん
こ
の
指
止
ま
る
子
の
な
く
て 

来
る
年
に
つ
な
ぐ
夢
あ
り
除
夜
の
鐘 

時
重
く
流
れ
は
早
し
除
夜
の
鐘 

海
鳴
り
の
ま
ん
な
か
に
居
て
除
夜
の
鐘 

巣
立
つ
子
よ
忘
る
な
古
里
の
海
と
山 

田
中
　
文
笠（
森
見
藤
） 

小
野
　
一
雄（
下
　
郷
） 

高
橋
作
之
助（
浜
の
１
） 

水
津
　
英
水（
木
　
与
） 

河
原
　
和
子（
上
　
郷
） 

田
中
　
か
め（
西
の
３
） 

佐
々
岡
美
保（
中
　
村
） 

原
　
　
清
穂（
伊
　
豆
） 

柳
井
　
惠
子（
平
　
原
） 

林
　
　
弘
子（
浜
の
１
） 

橋
本
多
華
子（
宇
田
浦
） 

斎
藤
　
孝
子（
宇
田
浦
） 

大
倉
　
淑
子（
上
　
万
） 

梅
地
　
眞
代（
東
　
方
） 

池
田
　
幸
枝（
大
　
里
） 

中
村
　
良
江（
　
市
　
） 

木
村
　
信
惠（
久
瀬
原
）

米
原
　
泉
女（
筒
　
尾
） 

出
羽
法
泉
子（
浜
の
１
） 

河
原
　
慶
子（
上
　
郷
） 

水
津
　
紅
魚（
浜
の
３
） 

田
中
　
弥
生（
木
　
与
） 

金
崎
　
藤
子（
宇
田
浦
） 

◆問い合わせ先　あぶフォト倶楽部事務局
　役場総務課企画広報係　☎２―3111

 

あぶフォト倶楽部
作品は道の駅発祥交流館ギャラリーに展示中

12月の優秀作品

ごっそーごっそー

旬旬のの ブリ（鰤）

山口県漁協奈古支店

齊藤伸吾さん

　ブリ（鰤）は冬から春先が旬です。

冬に水揚げされるものは「寒ブリ」と呼ばれ、最近

は漁獲量も少なく高級魚になっています。

　ブリは出世魚で地域により呼び名が異なります。

北浦ではモジャコ、ショウジンゴ、ヤズ、ワカナ、

メジ、ブリと呼び、ブリは主に８㎏以上の物をいい

ます。

　漁獲方法は、一本釣りもありますが、主に定置網

で多く水揚げされ、阿武町は定置網の好漁場で、他

地域に比べ網代（あじろ）も多くあります。ブリ漁

はこれからが本番を迎えます。

　ブリの主な料理方法はいろいろありますが、刺身

は脂がのって特においしくいただけます。他にも照

り焼き、塩焼き、煮付け（ブリ大根）等この時期の

ブリは最高のごっそーです。地元のブリをぜひお召

し上がりください。

　種類が豊富で鮮度抜群の「道の駅物産直売所」へ

ぜひご来店ください。

◆問い合わせ先

　道の駅阿武町物産直売所   ☎08388－2－2828

テーマ「自由」　タイトル「嵐を避けて」
出羽朝一（浜の1）
●コメント：海猫
にとって漁港は安
全な場所のようで
す。無事に避難で
きて、みんなほっ
としているようで
す。

テーマ「12月」　タイトル「裏道に寒菊の花」
池田幸枝（大里）
●コメント：町道
から林道に少し登
って見ると色とり
どりの美しい寒菊
が、また、背景に宇
田八幡宮の銀杏紅
葉が残っており、
思わずシャッター
を切りました。

あ
か
ね
な
ぎ 

か
お 

お
と
こ

 

と
し
　
ぎ
　
こ 

ら
つ
き 

テーマ「自由」
タイトル「静寂と
孤独」
兼原美枝（浜の４）
●コメント：流れ
の止まったような
静かな川で、サギ
が一羽で寂しそう。
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